
平成29年3月末現在の
人口の動き

●人口　 14,099人（前月比−31人） 男 7,022人（−14人） ●外国人人口 105人（前月比±0人）男 54人（−1人）女 51人（＋1人）
　（外国籍除く） 　（前年比−56人） 女 7,077人（−17人） ●世帯数 4,488世帯（外国人のみの世帯含む）

May  No.4905広報せいろう
2017

町
の
イ
メ
ー
ジ
キ
ャ
ラ
ク
タ
ー

緑  　

丸

　4月 14日（金）蓮野、蓮潟、亀代の 3こ
ども園の皆さんが、弁天潟風致公園で花の苗
を植えました。
　この苗植えは、ＮＰＯ法人環境美化ネット
せいろうが、子どもたちに植栽を通じて花い
っぱいの町にしてほしいという願いを込め今
年も実施されました。
　園児たちが植えた花は元気に育っています。
ぜひ弁天潟に見にお越しください。

元気に育ってね！
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平成29年度 聖籠町
役場 機構図・職員配置図

聖籠町の
新体制
聖籠町の職員 174名174名

町長　渡邊　廣吉

副町長　西脇　道夫

聖籠町教育委員会 
教育長　伊藤　順治

聖
籠
町
議
会

　
議
長  
須
貝
　
龍
夫

聖
籠
町
農
業
委
員
会

　
会
長  

吉
田
　
春
雄

稲
作
、
畑
作
、
園
芸
お
よ
び

果
樹
振
興
・
農
業
生
産
団
体
・

農
業
後
継
者
対
策
・
水
稲
の

需
給
調
整
・
畜
産
振
興
・
制

度
融
資
・
商
工
業
団
体
・
住

宅
建
設
資
金
・
観
光
・
労
働

対
策
・
漁
業
振
興
・
土
地
改

良
事
業
・
開
拓
パ
イ
ロ
ッ
ト

長
谷
川
一
也

高
橋
　
一
裕

渡
邊
こ
ま
き

飯
沼
　
正
志

長
谷
川　

賢

水
戸
部
吉
成

信
田　

洋
平

産
業
観
光
課

　

課
長　

渡
辺
　
俊
晴

　

補
佐　

萩
原
　
波
春

都
市
計
画
・
開
発
行
為
・

建
築
確
認
・
町
営
住
宅
・

都
市
公
園
・
国
土
調
査
・

道
路
、橋
梁
、河
川
等
整
備
・

道
路
用
地
の
取
得
・
道
路

認
定
、
廃
止
・
道
路
の
除
雪
・

法
定
外
公
共
物
の
管
理
・

海
岸
（
港
湾
区
域
を
除
く
）・

環
境
美
化
推
進
・
空
き
家

バ
ン
ク

鈴
木
　
　
誠

和
田　

文
夫

佐
々
木
悠
介

渡
邉　

陽
子

大
谷　

友
太

相
馬　
　

悟

佐
藤　

彰
徳

ふ
る
さ
と
整
備
課

　

課
長　

飯
田
　
一
雄

　

補
佐　

田
村
　
　
治

東
港
振
興
室

　

室
長　

樋
口
　
豊
志

港
湾
振
興
・
企
業

立
地
促
進

山
崎　
　

諭

小
宮
山
翔
太

会
計
管
理
者

会
計
室

　

室
長　

佐
久
間
雅
之

税
金
等
収
入
・
収

入
支
払
業
務

大
沼
　
理
一

昆　
　

幸
恵

水
道
管
理
棟
、
配
水
場
等
の

施
設
管
理
・
水
道
料
金
・
配

水
管
施
設
の
保
全
・
水
質
検

査
・
薬
品
管
理
・
受
配
水
・

配
水
管
施
設
等
の
占
用
許
可
・

配
水
管
工
事
・
水
道
管
路
図

等
の
保
守
、
下
水
道
管
渠
、

ポ
ン
プ
な
ど
の
施
設
管
理
・

下
水
道
使
用
料
・
排
水
設
備
・

事
業
所
排
水
の
指
導
お
よ
び

監
視
・
排
水
施
設
な
ど
の
占

用
許
可
・
公
共
下
水
道
工
事
・

下
水
道
管
路
図
な
ど
の
保
守

渡
邊
　
広
彰

天
野　

秀
一

小
林
め
ぐ
み

水
戸
部　

徹

上
下
水
道
課

　

課
長　

高
橋
美
紀
夫

　

補
佐　

高
橋
　
正
尚

主
な
業
務

係
長
・
主
幹

主　

任

主　

事

用
務
・
運
転
員

議
会
運
営
事
務
及
び

調
査
事
務
・
常
任
委

員
会
及
び
議
会
運
営

委
員
会
等
の
運
営
と

研
修
に
関
す
る
事

務
・
請
願
陳
情
の
受

付
・
会
議
録
の
調
整
・

議
会
広
報
の
発
行

宮
川
　
　
顕

渡
辺　

栄
子

議
会
事
務
局

　

局
長　

堀
　
　
市
郎

農
業
委
員
会
の
運

営
・
農
地
法
の
規
定

に
よ
る
許
可
、
届
出

の
受
理
・
農
地
な
ど

の
調
査
報
告
・
農
地

基
本
台
帳
管
理
・
農

地
転
用
・
農
業
者
年

金

飯
沼
　
正
志

（
併
任
）

　

二
宮　

広
輝

農
業
委
員
会
事
務
局

　

局
長　

渡
辺
俊
晴（
併
任
）

　
次
長　

佐
藤
　
　
寿

主
な
業
務

係
長
・
主
幹

主　

任

主　

事

用
務
・
運
転
員

教
育
機
関
の
設
置
・
教
育

財
産
の
管
理
・
教
育
部
局

の
人
事
・
就
園
、
就
学
事

務
・
学
校
の
組
織
編
成
、

教
育
課
程
、
学
習
指
導
、

生
徒
指
導
及
び
職
業
指

導
・
学
校
運
営
協
議
会
・

外
国
語
指
導
助
手
・
学
校

保
健
事
務
・
就
学
援
助
・

育
英
資
金
・
学
校
施
設
管

理
・
通
学
バ
ス
事
務
・
学

校
給
食
事
務
・
児
童
福
祉
・

保
育
所
・
児
童
館
・
児
童

ク
ラ
ブ
・
児
童
広
場
・
児

童
遊
園

小
林
　
幸
宏

渡
辺　

大
樹

高
橋
知
香
子

（
学
校
給
食
調
理
場
勤

務
：
管
理
栄
養
士
）

春
木　

邦
子

（
子
ど
も
家
庭
相
談
セ

ン
タ
ー
：
子
ど
も
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
）

川
崎　

慶
典

阿
部
紗
也
佳

横
山　
　

舞

小
林　

義
彦

（
聖
籠
中
学
校
勤
務
）

子
ど
も
教
育
課

　

課
長　

田
中  

雅
義

（
子
ど
も
家
庭
相
談

セ
ン
タ
ー
長
兼
務
）

　

参
事　

新
保
　
英
博

　

補
佐　

佐
藤
　
伸
一

　

補
佐　

宮
下
　
勝
敏

（
子
ど
も
家
庭
相
談

副
セ
ン
タ
ー
長
兼
務
）

臨
時
的
任
用
職
員

南
場　

優
子

（
子
ど
も
家
庭
相
談
セ

ン
タ
ー
：
子
ど
も
ソ
ー

シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
）

蓮
野
こ
ど
も
園

　

園
長　

地
主
　
浩
美

　
副
園
長　

村
田
い
ず
み

幼
児
教
育

髙
橋　

美
穂

伊
藤　

由
美

山
岸　
　

碧

篠
川　
　

彩

渡
邉
あ
や
め

相
馬　
　

郁

藤
原　

夏
生

鈴
木　

千
遥

杉
沢　

憲
雄

幼
児
教
育

齊
藤
　
和
美

若
月　

美
保

宮
澤
あ
か
ね

櫻
井　

敦
史

長
谷
川
愛
子

齋
藤　

美
奈

頭
川　

遼
子

本
間　

る
い

宮
下　
　

瞳

長
嶋　

義
則

松
本　
　

望

蓮
潟
こ
ど
も
園

　

園
長　

渡
邊
　
恵
子

　
副
園
長　

西
村
　
美
紀

亀
代
こ
ど
も
園

　

園
長　

加
藤
　
悦
子

　
副
園
長　

渡
邉
真
由
美

幼
児
教
育

山
下
　
聡
子

泉
　
美
和
子

泉　

美
和
子

阿
部　

成
美

進
藤　

綾
子

獅
子
山
美
奈
子

青
田
み
な
み

美
本　

雄
太

原　
　

千
尋

斎
藤　

卓
人

二
宮　

昌
平

社
会
教
育
・
生
涯
学
習
・
青
少

年
育
成
・
文
化
財
・
芸
術
文
化

振
興
・
社
会
体
育
・
団
体
の
指

導
、
育
成
・
民
俗
資
料
館
・
社

会
教
育
施
設
・
結
い
ハ
ー
ト
聖

籠
・
文
化
会
館
・
蓮
の
ギ
ャ
ラ

リ
ー
・
社
会
体
育
施
設
の
管
理

小
見　

和
男

松
井　

智
子

石
田　

守
之

吉
田　

晃
一

石
田　

正
統

宮
下　

純
一

高
橋　

隼
人

社
会
教
育
課

　

課
長　

渡
辺
佳
津
志

　

補
佐　

小
林
　
　
稔

　
副
参
事　

神
田
　
和
典

図
書
館

　

館
長　

高
野
　
　
聡

　
副
館
長　

田
村
　
五
月

図
書
館
業
務

大
矢
　
宏
二

佐
藤　

彩
子

小
林　

恵
美

諏
訪　

靖
子

主
な
業
務

係
長
・
主
幹

主　

任

主　

事

用
務
・
運
転
員

条
例
・
法
務
・
情

報
公
開
・
財
産
管

理
・
人
事
・
給
与
・

秘
書
・
総
合
計
画
・

土
地
利
用
・
地
域

振
興
・
地
方
分
権
・

行
政
改
革
・
男
女

共
同
参
画
・
情
報

政
策
・
行
政
評
価
・

広
報
広
聴
・
国
際

交
流
・
各
種
統
計
・

区
長
会

佐
藤
　
寧
久

佐
藤
　
和
美

齋
藤
　
　
滋

斎
藤
み
ど
り

齋
藤　

大
輔

齋
藤　

桂
介

勝
見　

慶
美

（
新
潟
県
後
期
高
齢
者
医

療
広
域
連
合
へ
派
遣
）

牧
野　
　

恵

松
田　

理
絵

（
看
護
師
・
社
会
福
祉

協
議
会
へ
派
遣
）

大
野　

義
史

鈴
木　
　

中

（
新
潟
県
へ
派
遣
）

大
沼　
　

智

渡
邊　

悠
也

海
津　

良
輔

（
新
潟
市
へ
派
遣
）

阿
部　

辰
哉

（
新
発
田
広
域
事
務
組

合
へ
派
遣
）

大
野
佳
奈
子

久
保　

千
尋

（
新
潟
市
か
ら
派
遣
）

小
島
健
太
郎

（
新
潟
県
か
ら
派
遣
）

宮
下  

悦
志

総
務
課

　

課
長　

近
藤
　
隆
義

　

補
佐　

髙
松
　
光
志

町
民
税
・
法
人
税
・
固
定

資
産
税
・
軽
自
動
車
税
・

た
ば
こ
税
、
入
湯
税
・
譲

与
税
、
交
付
金
・
税
証
明
・

財
政
計
画
・
予
算
の
編
成
・

資
金
調
達
・
地
方
交
付
税
・

財
政
統
計
・
入
札
・
契
約
・

基
金

新
保
千
寿
子

小
林
　
和
浩

勝
見　

英
徳

三
浦　

昂
平

足
立　

亮
士

池
田　

真
司

税
務
財
政
課

　

課
長　

池
田
　
弘
幸

　

補
佐　

高
橋
　
誠
司

　
副
参
事　

山
田
　
　
孝

納
税
対
策
室

　

室
長　

池
田
弘
幸（
兼
任
）

　
副
参
事　

高
橋
千
代
子

町
税
そ
の
他
徴
収

金
の
徴
収
・
滞
納

整
理

　

小
林　

正
義

（
新
潟
地
方
税
徴
収
機

構
へ
派
遣
）

折
居　

遼
太

住
民
基
本
台
帳
・
戸
籍
・

印
鑑
登
録
・
埋
火
葬
許

可
・
人
権
擁
護
・
保
護

司
・
戦
没
者
遺
族
援
護
・

国
民
年
金
・
消
費
生
活
・

国
民
健
康
保
険
・
後
期

高
齢
者
医
療
保
険
・
介

護
保
険

　

稲
田　
　

覚

冨
樫　
　

正

後
藤
文
紗
綺

三
浦　

和
幸

小
池　

音
也

松
澤　

皓
斗

平
子
み
な
み

町
民
課

　

課
長　

宮
澤
　
誠
也

　

補
佐　

小
野
　
芳
昭

　
副
参
事　

宮
澤
　
孝
也

保
健
・
医
療
費
助
成
・

献
血
・
国
民
健
康
保
険

診
療
所
・
ざ
ぶ
～
ん
・

高
齢
者
福
祉
・
介
護
認

定
・
介
護
予
防
事
業
・

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ

ー
・
聖
海
荘
・
な
ご
み

の
家
・
生
き
が
い
交
流

セ
ン
タ
ー
・
障
が
い
者

福
祉
・
民
生
委
員
・
生

活
保
護
・
保
健
福
祉
セ

ン
タ
ー

宮
下
　
　
毅

萩
原
　
和
子
※

高
橋
　
直
樹

渡
辺
　
郁
子
※

諏
江
　
忠
憲

高
橋　

由
紀
※

藤
田
由
起
子

（
管
理
栄
養
士
）

宮
下
美
知
子

（
主
任
介
護
支
援
専
門
員
・
社

会
福
祉
協
議
会
か
ら
派
遣
）

水
戸
部
可
奈
※

阿
部　

洋
子
※

大
沼
け
い
子

伊
藤　

清
二

（
副
主
任
・
健
康
運
動
指
導
士
・

社
会
福
祉
協
議
会
か
ら
派
遣
）

渡
邉　

新
吾

井
上　

祥
子
※

山
岸
ち
ひ
ろ
※

高
橋　
　

愛

今
井
有
希
子

（
社
会
福
祉
士
・
社
会
福

祉
協
議
会
か
ら
派
遣
）

吉
田　

理
紗

吉
川　

和
輝

大
澤　

裕
介

高
崎　
　

悟

※
は
保
健
師

保
健
福
祉
課

　

課
長　

髙
橋
　
　
淳

　

補
佐　

松
井
　
　
博

国
民
健
康
保
険
診
療
所

　

所
長　

伊
井
　
宏
一

診
療
・
事
務

小
野　

広
子

宮
村
美
紀
子
※

青
木　

友
美
※

蟹
井
ゆ
か
り
※

谷
内
田
亜
由
美

※
は
看
護
師

一
般
廃
棄
物
（
可
燃
・
生
ご

み
な
ど
）・
環
境
対
策
（
水

質
、
大
気
、
放
射
能
等
）・

Ｉ
Ｓ
Ｏ
・
公
害
防
止
・
し

尿
お
よ
び
浄
化
槽
・
狂
犬
病

予
防
お
よ
び
動
物
保
護
・
墓

地
・
食
品
衛
生
・
循
環
バ
ス

事
業
・
消
防
団
・
防
災
対
策
・

防
犯
対
策
・
交
通
安
全
対
策

宮
澤
　
徳
昭

齋
藤
　
直
子

伊
藤　

敏
幸

小
林　

航
大

生
活
環
境
課

　

課
長　

藤
田
　
正
之

　

補
佐　

加
藤
　
義
勝

　
副
参
事　

宮
下
　
聡
司

新採用

町
の
新
し
い
職
員
　
　
　
町
民
の
み
な
さ
ん
よ
ろ
し
く
お
願
い
し
ま
す

高野　聡
あきら

（図書館長）

相馬  悟
さとる

（ふるさと整備課）
大谷 友

ゆう

太
た

（ふるさと整備課）

信
のぶ

田
た

 洋
ようへい

平
（産業観光課）

平
たいらこ

子 みなみ
（町民課）

吉
きちかわ

川 和
かず

輝
き

（保健福祉課）
斎藤 卓

たく

人
と

（亀代こども園）

宮下  瞳
ひとみ

（蓮潟こども園）
大澤 裕

ゆうすけ

介
（保健福祉課）

鈴木 千
ち

遥
はる

（蓮野こども園）
松澤 皓

ひろ

斗
と

（町民課）

春木 邦
くに

子
こ

（子ども教育課：
子どもソーシャル

ワーカー）

小島 健
けん

太
た

郎
ろう

（総務課）
南場 優

ゆう

子
こ

（子ども教育課：
子どもソーシャル

ワーカー）

新潟県から派遣 臨時的任用職員

地方創生戦略監　夏井　智毅
（厚生労働省から派遣）

主な業務 地方創生に関する事業の企画及び調整

夏井 智
とも

毅
き

（地方創生戦略監）
割愛人事による採用。
前職は厚生労働省

労働基準局
安全衛生部安全課
建設安全対策室 

技術審査官
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教　

諭　

松ま
つ
も
と本　

慶け
い

子こ

【
新
発
田
市
立
天
王
小
学
校
よ
り
】

教　

諭　

立た
ち
か
わ川　

早さ

ゆ

り
百
合

【
新
発
田
市
立
本
田
小
学
校
よ
り
】

教　

諭　

石い
し
や
ま山　

智と
も

夫お

【
新
発
田
市
立
五
十
公
野
小
学
校
よ
り
】

教　

諭　

高た
か
は
し橋　

亮り
ょ
う
こ子

【
三
条
市
立
井
栗
小
学
校
よ
り
】

教　

諭　

伊い

藤と
う　

め
ぐ
み

【
三
条
市
立
月
岡
小
学
校
よ
り
】

教　

諭　

榎え
の
も
と本　

尚た
か

志し

【
新
採
用
】

養
護
教
諭　

齋さ
い
と
う藤　

美み

澄す
み

【
阿
賀
野
市
立
鹿
瀬
小
学
校
よ
り
】

講　

師　

大お
お
し
ま島　

史ふ
み
あ
き哲

主　

任　

野の

沢ざ
わ　

理ま
さ

子こ

【
新
発
田
市
立
猿
橋
中
学
校
よ
り
】

教　

諭　

磯い
そ

部べ　

晴は
る

子こ

【
阿
賀
野
市
立
安
野
小
学
校
よ
り
】

教　

諭　

佐さ

く

ま
久
間　

誠せ
い
い
ち一

【
新
発
田
市
立
天
王
小
学
校
よ
り
】

教　

諭　

岡お
か
ざ
き崎　

利り

え恵

【
村
上
市
立
瀬
波
小
学
校
よ
り
】

教　

諭　

細ほ
そ

野の　

朋と
も

美み

【
新
潟
市
立
牡
丹
山
小
学
校
よ
り
】

教　

諭　

吉よ
し

田だ　

大だ
い
す
け輔

【
上
越
市
立
明
治
小
学
校
よ
り
】

教　

諭　

永な
が

井い　

瞳と
う

子こ

【
見
附
市
立
見
附
第
二
小
学
校
】

講　

師　

佐さ

さ

き
々
木　

博ひ
ろ
ふ
み文

主　

事　

石い
し
ざ
き崎　

志し

の野
【
新
採
用
】

教　

諭　

内う
ち

田だ　

則の
り

子こ

【
関
川
村
立
関
川
小
学
校
よ
り
】

教　

諭　

細ほ
そ

谷や　

賢け
ん

吾ご

【
長
岡
市
立
宮
本
小
学
校
よ
り
】

教　

諭　

早は
や

津つ　

乃の

り

こ
理
子

【
佐
渡
市
立
前
浜
小
学
校
よ
り
】

町
講
師　

渡わ
た
な
べ辺　

彩あ
や

【
蓮
野
小
学
校
よ
り
】

転
出
さ
れ
た
先
生
な
ど

教　

諭　

富
樫　

和
明　

　
【
村
上
市
立
さ
ん
ぽ
く
北
小
学
校
へ
】

教　

諭　

後
藤　

美
代
子　

　
【
新
発
田
市
立
二
葉
小
学
校
へ
】

教　

諭　

小
川　

裕
子　

　
【
新
発
田
市
立
松
浦
小
学
校
へ
】

教　

諭　

佐
藤　

夕
美
子　

　
【
村
上
市
立
保
内
小
学
校
へ
】

教　

諭　

小
田
切　

有
加　

　
【
村
上
市
立
保
内
小
学
校
へ
】

教　

諭　

港　

翼　

　
【
小
千
谷
市
立
小
千
谷
小
学
校
へ
】

養
護
教
諭　

大
滝　

扶
美
子　

　
【
新
発
田
市
立
猿
橋
中
学
校
へ
】

主　

任　

川
崎　

百
合
子
【
退
職
】

町
講
師　

渡
辺　

彩
【
亀
代
小
学
校
へ
】

転
出
さ
れ
た
先
生
な
ど

教　

諭　

相
馬　

久
美
子
【
退
職
】

教　

諭　

佐
藤　

高
宏　

　
【
阿
賀
野
市
立
京
ヶ
瀬
小
学
校
へ
】

教　

諭　

鈴
木　

円

　
【
新
潟
市
立
曽
野
木
小
学
校
へ
】

教　

諭　

中
野　

真
希　

　
【
長
岡
市
立
越
路
小
学
校
へ
】

教　

諭　

服
部　

隆
典　

　
【
新
発
田
市
立
御
免
町
小
学
校
へ
】

教　

諭　

中
村　

か
お
り　

　
【
村
上
市
立
金
屋
小
学
校
へ
】

主　

事　

三
善　

奈
緒　

　
【
新
発
田
市
立
菅
谷
小
学
校
へ
】

主　

任　

川
崎　

百
合
子
【
退
職
】

転
出
さ
れ
た
先
生
な
ど

教　

諭　

樋
口　

か
お
る　

　
【
新
発
田
市
立
本
田
小
学
校
へ
】

教　

諭　

田
中　

志
保　

　
【
新
発
田
市
立
外
ヶ
輪
小
学
校
へ
】

教　

諭　

渡
邉　

一
弘　

　
【
新
発
田
市
立
猿
橋
小
学
校
へ
】

教　

諭　

磯
部　

博
幸　

　
【
阿
賀
野
市
立
安
田
小
学
校
へ
】

教　

諭　

山
野
邉　

美
毅　

　
【
胎
内
市
立
黒
川
小
学
校
へ
】

転
出
さ
れ
た
先
生
な
ど

教　

頭　

椛
澤　

桂
作　

　
【
新
発
田
市
立
猿
橋
中
学
校
へ
】

教　

諭　

飯
沼　

辰
文　

　
【
新
潟
市
立
亀
田
西
中
学
校
へ
】

教　

諭　

渡
辺　

一
彦　

　
【
五
泉
市
立
五
泉
北
中
学
校
へ
】

教　

諭　

田
邉　

和
史　

　
【
新
発
田
市
立
東
中
学
校
へ
】

教　

諭　

田
中　

健
太　

　
【
五
泉
市
立
川
東
中
学
校
へ
】

教　

諭　

石
井　

喬
志　

　
【
新
発
田
市
立
紫
雲
寺
中
学
校
へ
】

教　

諭　

川
本　

達
也　

　
【
十
日
町
市
立
松
之
山
中
学
校
へ
】

町
講
師　

清
田　

佐
知
子
【
退
職
】

町
講
師　

長
谷
川　

智
哉
【
退
職
】

聖
籠

中
学
校

蓮
野

小
学
校

山
倉

小
学
校

亀
代

小
学
校

先生よろしく
お願いします

　４月 1 日付の定期異動で、町の小・
中学校に転出・転入された教職員の
みなさんをご紹介します。（敬称略）
　転入された教職員のみなさん、町
の子どもたちのためによろしくお願
いします。
転入者の【　】は前任校等、転出者は転出先

教　

頭　

藤ふ
じ
わ
ら原　

明
あ
き
ら

【
新
発
田
市
立
第
一
中
学
校
よ
り
】

教　

諭　

小こ
ば
や
し林　

良よ
し

子こ

【
五
泉
市
立
五
泉
中
学
校
よ
り
】

教　

諭　

笹さ
さ

木き　

綾あ
や

子こ

【
新
発
田
市
立
猿
橋
中
学
校
よ
り
】

教　

諭　

五い
が
ら
し

十
嵐　

勝か
つ
ひ
こ彦

【
新
潟
市
立
鳥
屋
野
中
学
校
よ
り
】

教　

諭　

市い
ち
は
し橋　

伸し
ん

【
新
発
田
市
立
猿
橋
中
学
校
よ
り
】

教　

諭　

片か
た
ぎ
り桐　

環
た
ま
き

【
五
泉
市
立
山
王
中
学
校
よ
り
】

教　

諭　

小こ

竹た
け　

徹
と
お
る

【
村
上
市
立
村
上
第
一
中
学
校
よ
り
】

教　

諭　

伊い

藤と
う　

み
ゆ
き

【
佐
渡
市
立
両
津
中
学
校
よ
り
】

教　

諭　

渡わ
た
な
べ邉　

裕ひ
ろ
の
り規

【
柏
崎
市
立
西
山
中
学
校
よ
り
】

町
講
師　

本ほ
ん

間ま　

万ま

り

か
里
花【
新
採
用
】

町
講
師　

板い
た

井い　

真し
ん

也や

【
新
採
用
】
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民
生
委
員
は
、
民
生
委
員
法
に

基
づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
か
ら
委

嘱
さ
れ
た
非
常
勤
の
地
方
公
務
員

で
す
。
ま
た
、
民
生
委
員
は
児
童

福
祉
法
に
定
め
る
児
童
委
員
を
兼

ね
て
い
ま
す
。
給
与
の
支
給
は
な

く
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
と
し
て
活
動

し
て
い
ま
す
。
任
期
は
３
年
で
す

が
、
再
任
が
可
能
で
す
。

　

人
格
識
見
と
も
に
高
く
、
広
く

社
会
の
実
情
に
通
じ
、
社
会
福
祉

の
増
進
に
熱
意
の
あ
る
人
な
ど
民

生
委
員
法
に
規
定
さ
れ
た
要
件
を

満
た
す
人
が
、
市
町
村
に
設
置
さ

れ
た
民
生
委
員
推
薦
会
に
よ
っ
て

都
道
府
県
知
事
に
推
薦
さ
れ
、
都

道
府
県
知
事
は
都
道
府
県
に
設
置

さ
れ
た
地
方
社
会
福
祉
審
議
会
に

意
見
を
聴
い
た
後
に
厚
生
労
働
大

臣
に
推
薦
、
厚
生
労
働
大
臣
が
委

嘱
し
ま
す
。

　

全
国
で
約
23
万
人
の
民
生
委

員
・
児
童
委
員
が
活
動
し
て
い
ま

す
。

　

現
在
、
町
の
民
生
委
員
・
児
童

委
員
の
人
数
は
23
名
で
、
任
期
は
、

平
成
31
年
11
月
30
日
ま
で
と
な
っ

て
い
ま
す
。

秘
密
は
守
ら
れ
ま
す

　

民
生
委
員
・
児
童
委
員
は
法
律

で
個
人
の
秘
密
を
守
る
こ
と
が
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
ま
す
。
相
談
内

容
な
ど
を
口
外
す
る
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
の
で
、
安
心
し
て
お
気
軽

に
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

お問い合わせ　　保健福祉課（町保健福祉センター内）
　　　　　　　　民生委員児童委員協議会事務局　☎２７−６５１１

民生委員・児童委員の皆さん（敬称略）
氏名 電話 担当区域

欠員【人選中】 四ツ屋、道賀新田、上大谷内、真野

赤木　厚
あつ

子
こ 27-4585 丸潟、桃山

児玉　康
やす

夫
お 27-7945 山倉、苔沼

市川　勝
かつえい

榮 27-8112 本諏訪山、本大夫、中の橋、本三賀

松木　洋
ようぞう

三 27-3554 山諏訪山、山大夫

五十嵐　信
のぶひろ

博 27-4885 蓮潟

長谷川　早
さ

苗
なえ 27-7793 蓮潟、蓮潟新田

本間　民
たみ

雄
お 27-1473 ひばりが丘、 尾沢ケ丘、稲の平

圓山　昌
まさはる

晴 27-8774 蓮野、甚兵エ橋

中村　政
まさ

雄
お 27-3664 八幡、別條、聖中ケ丘

田中　由
ゆ み こ

美子 27-4319 二本松

藤井　清
きよ

四
し 27-2573 山三賀、東山、正庵   外畑

加藤　繁
しげ

夫
お 27-4037 杉谷内、大夫興野

手嶋　京
きょうこ

子 27-4391 藤寄

皆川　富
とみいち

一 27-5949 旭ケ丘

石澤　満
ま り こ

理子 27-3017 網代浜

渡邊　幸
こうめい

明 27-7722 網代浜

高崎　　清
きよし 27-5034 亀塚

渡邊　悦
えつ

子
こ 27-3820 亀塚

田村　八
や し お

四男 27-3055 次第浜

宮下　レン 27-3073 次第浜

平野　政
まさよう

要 27-7717 次第浜、汐美台

五十嵐　久
ひさ

子
こ 27-4577 全学校区担当の主任児童委員

佐藤　直
なお

子
こ 27-5032 全学校区担当の主任児童委員

※四ツ屋、道賀新田、上大谷内、真野の集落を担当する民生委員・
児童委員は、現在人選中です。

５
月
12
日（
金
）か
ら
18
日（
木
）ま
で　
民
生
委
員
・
児
童
委
員
の
活
動
強
化
週
間
で
す

民
生
委
員・児
童
委
員
は 

誰
も
が
安
心
し
て
生
活
で
き
る
地
域
づ
く
り
の
た
め
に
日
々
活
動
し
て
い
ま
す

― このまちとともに
　　　次の１００年へ ―

民生委員委員制度は、今年
１００周年を迎えました。
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消 費 生 活消 費 生 活

聖籠町民課
消費生活センター

☎︎２７−１９５８（直通）
※来所の際は事前にお電
　話頂けると確実です

79
5月

ストップ！

　ザ・悪徳商法

３月相談受付状況
月 件数 主な相談内容
3月 9件 架空請求メール、

生命保険、ネット通販
テレビ受信障害対策
パソコンの遠隔操作

強引な布団の訪問販売に注意！～見守り新鮮情報より～

H26 H27 H28 
4 月 11 8 3
5 月 11 3 5
6 月 8 9 6
7 月 7 5 8
8 月 12 5 10
9 月 8 8 6

10 月 8 4 11
11 月 18 6 3
12 月 11 4 3
1 月 7 4 2
2 月 9 3 4
3 月 12 7 9
合計 122 66 70

消費生活相談受付件数

　相談受付件数は 70 件、前年度は
66 件でほぼ横ばいでした。インタ
ーネットの光回線サービスの乗換え
の相談は減少し、インターネットシ
ョッピングやオークションの被害相
談が増加しています。メールでの架
空請求の相談は依然として多数あり
ました。8 月には火災保険を利用で
きるといって家の補修を勧める業者
に対する問い合わせが数件あり、町
内の保険会社にも数十件の問い合わ
せがありました。幸いなことに契約
し、被害に遭ったという相談はあり
ませんでした。
　今後、注意が必要な事例は、布団
などの強引な訪問販
売やうまい話を持ち
かける投資詐欺です。
近隣の市町村でも高
齢者をターゲットに
した深刻な被害が発
生しています。

平成２８年度の相談傾向

ひとこと助言

【事例】
突然「布団を見せてほしい」と女性が訪問し、家に上がり「汚れ
ているし体に悪いので新しく購入したほうがいい」としつこく勧
めてきた。断って帰ってもらったが、しばらくして男性と一緒に
羽毛布団を持ってきた。断っても「ひと月 1 万円の支払いだから
大丈夫」などと勧誘され、根負けして承諾してしまった。クレジ
ット会社の書類を書くときに初めて、総額 40 万円と高額である
ことを知った。解約したい。（70 歳代　男性）

●強引に高額な契約をさせられる布団の訪問販売の相談が後を絶ちません。ドアを開ける前に訪問者や要
件をよく確認し、必要なければきっぱり断り、事業者を家の中に入れないことが大切です。

●家族や周囲の人も、高齢者の家に不審な訪問者が来ていないか、家の中に不要な品物や契約書がないか
など、日ごろから気を配りましょう。契約しても、クーリング・オフができる場合があります。役場消
費生活センター（☎２７－１９５８）へ早めにご相談ください。



7　H29.5 広報聖籠

交通安全に関することは
役場 生活環境課

☎27−2111（内線２８４）

交 通
安 全
vol.180

今日も一日交通安全

　3 月 22 日（水）、町の交
通事故防止と交通安全に役
立ててほしいと株式会社聖
篭タクシー様から町へ寄付
金が贈呈されました。寄付
金は、町内の交通事故防止
と交通安全のため、有効に
使わせていただきます。あ
りがとうございました。

　4 月 7 日（金）亀代、蓮野、山倉小学校の入学式に
おいて、新一年生へ「交通安全 黄色いランドセルカ
バー」が、新発田地区交通安全協会から寄贈され、新
発田地区交通安全協会聖籠支部から手渡されました。
　この事業は、新入学児童を交通事故から守るととも
に、家族ぐるみの交通安全教育を目的として実施され
ているものです。
　黄色いランドセルカバーを見かけたら、一時停止や
徐行をするなど、思いやりのある優しい運転をして、
新入学児童の安全を守りましょう。

　4 月 10 日（月）亀代小学校周辺通学路５か所の交
差点において、登校時一斉街頭指導が行われました。
　町長をはじめ、町議会議員（亀代学区）、新発田
警察署、新発田地区交通安全協会、新発田地区交通
安全協会聖籠支部、町交通安全母の会、町交通安全
指導員などから総勢 30 名が参加し、児童・生徒の
登校を見守りました。
　横断歩道の安全な渡り方の指導や声かけ、また、
通行車両についても、啓発旗等で注意喚起を行いま
した。

区分
年

3月 1月〜 3月（累計）
発生件数 死者数 傷者 発生件数 死者数 傷者

平成29年 2 0 2 6 0 6
平成28年 4 0 5 7 1 7
増　減 -2 0 -3 -1 -1 -1

町の交通事故発生状況

善意のご寄付ありがとうございました

新入学児童へ交通安全の
ランドセルカバーを寄贈

亀代小学校にて登校時
一斉街頭指導を行いました

↑寄付金を手渡す聖篭タクシー様（右）と渡邊町長（左）

　4 月 21日（金）、町役場大会議室において、
新発田地区交通安全協会聖籠支部、聖籠町
交通安全母の会の総会が行われました。一
年間、町内の交通事故防止と交通安全のた
めに皆さまのご協力をよろしくお願いします。

新発田地区交通安全協会聖籠支部・
聖籠町交通安全母の会の総会で
役員と活動内容が決まりました！
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こ
の
コ
ー
ナ
ー
で
は
、
役
場
各
課
の
主
な
業
務
、
各
種
委
員
会
の
活
動

な
ど
を
町
民
の
皆
さ
ん
に
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

　

掲
載
内
容
に
つ
い
て
の
、
ご
意
見
・
ご
質
問
な
ど
が
あ
り
ま
し
た
ら
、

担
当
課
ま
た
は
総
務
課
広
報
担
当
ま
で
電
話
か
町
政
ポ
ス
ト
の
ハ
ガ
キ

で
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。

町

民

課

３
月
24
日
（
金
）

■
平
成
28
年
度
第
２
回
聖
籠
町

　
介
護
保
険
運
営
協
議
会
開
催

　

聖
籠
町
介
護
保
険
運
営
協
議
会
は
、

介
護
保
険
に
関
す
る
施
策
が
、
制
度

の
基
本
理
念
に
の
っ
と
り
、
町
民
の

意
見
を
十
分
に
反
映
し
な
が
ら
適
切

に
行
わ
れ
る
こ
と
を
目
的
に
調
査
審

議
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

今
回
は
、
次
の
事
項
に
つ
い
て
事

務
局
か
ら
説
明
を
行
い
ま
し
た
。

・
介
護
予
防
・
日
常
生
活
圏
域
ニ
ー

　

ズ
調
査
の
概
要
に
つ
い
て

・
新
し
い
「
在
宅
介
護
実
態
調
査
」

　

の
概
要
に
つ
い
て

・
総
合
事
業
の
概
要
に
つ
い
て

保
健
福
祉
課

３
月
22
日
（
水
）

■
第
２
回
聖
籠
町
健
康
づ
く
り

　
推
進
協
議
会
お
よ
び
こ
こ
ろ

　
の
健
康
づ
く
り
部
会
を
開
催

　

町
民
の
総
合
的
な
健
康
づ
く
り
を

推
進
す
る
た
め
、
聖
籠
町
健
康
づ
く

り
推
進
協
議
会
お
よ
び
こ
こ
ろ
の
健

康
づ
く
り
部
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　

今
回
は
、
今
年
度
の
健
康
づ
く
り

に
関
す
る
事
業
の
実
施
状
況
を
報
告

の
後
、
見
え
て
き
た
健
康
課
題
な
ど

に
つ
い
て
、
各
委
員
か
ら
質
問
や
日

頃
感
じ
て
い
る
こ
と
な
ど
を
発
言
し

て
も
ら
い
意
見
交
換
を
行
い
ま
し
た
。

　

ま
た
、「
町
健
康
増
進
計
画
」「
町

ま
る
ご
と
食
育
推
進
計
画
」「
町
生

涯
歯
科
保
健
計
画
」
の
３
計
画
が
、

平
成
29
年
度
に
改
訂
を
迎
え
る
こ
と

か
ら
、
委
員
に
対
し
よ
り
一
層
の
ご

協
力
を
お
願
い
し
ま
し
た
。

　

な
お
、
こ
の
３
計
画
の
平
成
28
年

度
に
お
け
る
進
捗
な
ど
の
実
施
状
況

を
、
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
も
公
表
し

て
い
ま
す
の
で
、
ご
覧
く
だ
さ
い
。

子
ど
も
教
育
課

３
月
28
日
（
火
）

■
第
３
回
聖
籠
町
教
育
委
員
会

 

定
例
会
開
催

・
平
成
29
年
度
育
英
資
金
貸
与
者
の

選
考
に
つ
い
て
専
決
処
分
の
承
認

を
求
め
る
に
つ
い
て

・
聖
籠
町
学
校
給
食
費
の
徴
収
に
関

す
る
要
綱
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
平
成
29
年
度
聖
籠
町
立
こ
ど
も
園

（
幼
稚
園
）
の
学
級
数
お
よ
び
職

員
数
に
つ
い
て

・
聖
籠
町
立
学
校
に
お
け
る
学
校
運

営
協
議
会
委
員
の
委
嘱
に
つ
い
て

・
職
員
の
職
場
復
帰
の
決
定
に
つ
い

て
・
聖
籠
町
学
校
支
援
地
域
本
部
地
域

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
の
委
嘱
に
つ

い
て

・
聖
籠
町
ス
ポ
ー
ツ
推
進
委
員
の
委

嘱
に
つ
い
て

・
聖
籠
町
青
少
年
育
成
員
設
置
条
例

規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
聖
籠
町
立
図
書
館
設
置
条
例
施
行

規
則
の
一
部
改
正
に
つ
い
て

・
聖
籠
町
立
図
書
館
協
議
会
委
員
の

任
命
に
つ
い
て

　

以
上
の
10
項
目
に
つ
い
て
審
議
さ

れ
ま
し
た
。

農
業
委
員
会

３
月
24
日
（
金
）

■
農
業
委
員
会
第
23
期

 

第
13
回
総
会
開
催

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

（
所
有
権
移
転
）
申
出
審
査
に
つ

い
て

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

（
利
用
権
設
定
）
申
出
審
査
に
つ

い
て

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

（
利
用
権
移
転
）
申
出
審
査
に
つ

い
て

・
農
用
地
利
用
集
積
計
画
に
よ
る

（
利
用
権
設
定
・
農
地
中
間
管
理

権
）
申
出
審
査
に
つ
い
て

　

以
上
の
４
項
目
が
審
議
さ
れ
、
議

決
・
承
認
さ
れ
ま
し
た
。

　

な
お
、
総
会
の
議
事
録
は
農
業
委

員
会
事
務
局
で
閲
覧
で
き
ま
す
。
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３
月
28
日
に
本
町
を
含

む
圏
域
７
市
３
町
１
村
の

市
町
村
長
が
一
堂
に
会
し
、

圏
域
全
体
の
経
済
成
長
や

都
市
機
能
の
集
積
・
強
化
、

生
活
関
連
サ
ー
ビ
ス
の
向

上
の
取
り
組
み
を
行
う
に

当
た
っ
て
の
基
本
方
針
や

役
割
分
担
を
取
り
決
め
た

連
携
協
約
を
、
各
市
町
村

の
議
会
議
決
を
経
て
締
結

し
ま
し
た
。

　

新
潟
広
域
都
市
圏
は
全

国
で
19
番
目
の
発
足
と
な

り
、
圏
域
の
人
口
は
東
日

本
最
大
で
す
。

　

本
町
は
平
成
29
年
度
よ

り
ク
ル
ー
ズ
船
誘
致
受
入

事
業
を
中
心
に
福
祉
や
観

光
な
ど
29
の
連
携
事
業
を

展
開
す
る
予
定
で
す
。

　
「
新
潟
広
域
都
市
圏
」
と
は
、

総
務
省
の
連
携
中
枢
都
市
圏
構
想

推
進
要
綱
に
基
づ
き
、
新
潟
市
と

近
隣
市
町
村
が
連
携
し
、
人
口
減

少
や
少
子
高
齢
化
な
ど
広
域
的
な

課
題
の
解
決
に
取
り
組
み
、
圏
域

全
体
の
活
性
化
を
図
ろ
う
と
い
う

政
策
で
す
。

　

４
月
２
日
（
日
）
町
消
防
団
の

辞
令
交
付
式
が
行
わ
れ
、
新
団
長

萩
原
美み

好よ
し

さ
ん
を
ト
ッ
プ
に
平
成

29
年
度
の
新
体
制
が
決
ま
り
ま
し

た
。

　

地
域
の
火
災
等
の
災
害
を
防
ぐ

た
め
に
日
々
訓
練
を
積
み
、
私
た

ち
の
生
活
を
守
る
町
の
消
防
団
。

今
年
度
は
新
入
団
員
15
名
、
新
班

長
14
名
に
辞
令
書
が
交
付
さ
れ
ま

し
た
。
辞
令
交
付
式
の
後
に
は
、

幹
部
、
広
域
消
防
の
指
導
の
も
と
、

班
長
、
新
入
団
員
を
対
象
に
教
育

訓
練
が
行
な
わ
れ
、
団
員
皆
が
真

剣
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

※
空
気
が
乾
燥
し
、
火
災
が
発
生

し
や
す
く
な
っ
て
い
ま
す
。
地

域
、
家
庭
で
も
火
災
予
防
を
お

願
い
し
ま
す
。

「
新
潟
広
域
都
市
圏
」

連
携
協
約
を
締
結
し
ま
し
た

聖
籠
町
消
防
団
　

　
　
　
　
辞
令
交
付
式
を
開
催

お問い合わせ　　役場生活環境課　地域安全係（内線 282）

お問い合わせ　　役場総務課　総合政策係（内線 222）

職　名 氏　名
団　　　長 萩　原　美　好
副 団 長

（教育主幹兼務） 阿　部　孝
こう

　平
へい

副 団 長 高　橋　栄
え わ お

和男
訓 練 部 長 中　村　　　敏

さとし

技 術 部 長 新　保　裕
ゆう

　司
じ

第一分団長
（予防部長兼務） 吉　田　敏

とし

　之
ゆき

第二分団長 臼　井　顕
あき

　之
ゆき

第三分団長 八　幡　将
まさ

　智
とも

第四分団長 宮　下　茂
しげ

　樹
き

第一分団副分団長 肥田野　哲
てつ

　也
や

第二分団副分団長 山　口　貴
たか

　生
お

第三分団副分団長 遠　藤　　　寿
ひさし

第四分団副分団長 細　貝　泰
やす

　成
なり

聖
籠
町
国
民
健
康
保
険
診
療
所

休
診
の

�

お
知
ら
せ

５
月
８
日（
月
）

　
休
診
と
さ
せ
て
い
た
だ
き

ま
す
。

　
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

聖
籠
町
国
民
健
康
保
険

�

診
療
所
長
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5 月 の 行 事

INFORMATION
聖籠町役場　　☎27－2111
町 民 会 館　　☎27－2121
図   書   館　　☎27－6166
保健福祉課（町保健福祉センター内）
　　　　　　　☎27－6511
上下水道課（上水道管理棟）
　　　　　　　☎27－5141
診   療   所　　☎27－1234

お問い合わせ先

I N F O R M A T I O N

I N F O R M A T I O N

《相談事業》
ところ　役場２階　第１会議室
◆行政相談
　９日（火）
　午前10時～11時30分
　 役場総務課（内線229）
ところ　町民会館　第１会議室
◆人権特設相談所
　11日（木）
　午後１時～３時
　 役場町民課町民サービス係
　　（内線111）
　　法務局新発田支局  ☎24-7102
ところ　結いハート聖籠
◆心配ごと相談
　２日（火）、10日（水）
　午後1時～4時
　 聖籠町社会福祉協議会
　　☎27-6767

《保健福祉事業》
ところ　保健福祉センター
◆乳幼児健康診査
○２歳親子歯科健診
　22日（月）午後１時15分～
○３歳児健診
　25日（木）午後１時～
○乳児健診
　26日（金）午後１時15分～
○２歳６ヵ月児歯科健診
　29日（月）午後１時15分～
◆学級
○育児学級
　30日（火）午後１時30分～
　 保健福祉課
　　（町保健福祉センター内）
　　☎27-6511

町
長
の
動
向
（
主
な
も
の
を
抜
粋
）

5
月

10
日 

新
潟
県
小
学
校
長
会
代
議
員
会

新
発
田
・
胎
内
・
聖
籠
大
会

 

新
発
田
地
域
農
業
振
興
協
議
会

総
会

14
日 

新
発
田
駐
屯
地
開
設
64
周
年

 

記
念
式
典

17
日 

新
潟
県
防
犯
協
会
理
事
会

18
日 

新
潟
県
市
町
村
振
興
協
会

 

理
事
会

 

聖
籠
町
商
工
会
通
常
総
会

21
日 

新
発
田
市
新
庁
舎
開
庁
・
市
制

施
行
70
周
年
記
念
式
典

24
日 

日
本
港
湾
協
会
総
会

25
日 

全
国
Ｌ
Ｎ
Ｇ
火
力
発
電
所
所
在

市
町
村
連
絡
協
議
会
総
会

27
日 

小
学
校
運
動
会（
雨
天
時
28
日
）

31
日 

新
潟
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合

理
事
会
・
組
合
会

保健福祉課から助成制度のお知らせ
　町では、町民のみなさんの健康を支えるため、医療費や予防接種料などを対象
とした助成制度を実施しています。次の制度概要をご確認の上、申請はお早めに
お願いします。

■任意予防接種料助成制度
種 類 助成対象者 助成内容

インフルエンザ
（10 月～ 3 月の接
種のみ対象）

接種日で生後 6 か月～小学生 1,500 円（上限）× 年度 2 回
中学生 1,500 円（上限）× 年度 1 回妊婦（妊娠届提出日～出産日）

ロタウイルス 接種日で生後 6 週～ 32 週の乳児 7,500 円（上限）×2 回（ﾛﾀﾘｯｸｽ）
5,000 円（上限）×3 回（ﾛﾀﾃｯｸ）

おたふく風邪 接種日で 1 歳～就学前 2,000 円（上限）×1 回
高齢者肺炎球菌
ワクチン 接種日で 65 歳以上 3,000 円（上限）×1 回

申請に必要な
もの

①印鑑　
②母子手帳又は接種したことが確認できるもの（明細書など）
③医療機関が発行した領収書　
④金融機関の口座情報（通帳など）
※申請期限は接種日から 6 か月です。（例　4/15 接種→ 10/15 まで）

その他 支払額が助成上限額に達しない場合は、全額助成となります。

■難病患者などの方への医療費助成制度
対象者 県の特定医療費（指定難病）、小児慢性特定疾患医療受給者証をお持ちの方

助成概要 自己負担分の 1/2 を助成
※対象疾患の診療に限ります。
※文書代など、保険が効かない診療は助成対象外です。

申請に必
要なもの

①印鑑　②受給者証　③上限額管理表　④医療機関が発行した領収書
⑤金融機関の口座情報（通帳など）
※申請期限は受診した月の末日から 6 か月です。（例　4 月に受診→ 10 月末まで）

■特定不妊治療費助成制度
対象者 体外受精、顕微授精の不妊治療を受けた方

助成概要 10 万円を上限に助成します。
申請に必
要なもの

①印鑑
②聖籠町特定不妊治療費助成事業受診等証明書（県事業の申請をしている場合は、

県事業受診等証明書の写しでも可）
③医療機関が発行した領収書（県事業の申請をしている場合は、その写しでも可）
④住民票（続柄、本籍記載のもの。夫婦の住所が異なる場合はそれぞれの住民票

が必要）または戸籍謄本（住民票で夫婦であることが証明できないときのみ）
⑤新潟県特定不妊治療費助成事業決定通知書（県事業による助成を受けている場合）
⑥金融機関の口座情報（通帳など）
※治療が終了した日の属する年度末（3 月 31 日）までに申請してください。

入 札 結 果 入札日　3月27日

件　　名 場　所 契約額
（円） 業者名 納入完了日又は工事

（委託）期間最終日
入札
方法

1 蓮潟二ツ山龍門線外 2 路線
消雪施設地質調査業務委託 聖籠町大字蓮潟地内 3,078,000 ㈱日さく

新潟支店 5月27日 指名競争
入札

2 蓮潟二ツ山龍門線外 2 路線
消雪施設設計業務委託 聖籠町大字蓮潟地内 2,052,000 ㈱日さく

新潟支店 6月6日 指名競争
入札



11　H29.5 広報聖籠

3 月の届出

（注1）町役場へ届出を提出された方で届出の際にご承諾
の押印をいただいた方のみ掲載しております。

（注2）略した文字で掲載しております。戸籍の氏名と異
なることがあります。ご了承ください。

げんきなよい子
出 生

ごめいふくをお祈りします
死 亡

 赤ちゃん 保護者 行政区

咲
さく

人
と

 ちゃん （小池　直徹） 別　條

　零
れい

 ちゃん （入山　吉史） 真　野

優
ゆう

雅
が

 ちゃん （高松　　了） 亀　塚

朱
あか

璃
り

 ちゃん （後藤　勇人） 汐美台

平
へい

治
じ

 ちゃん （水戸部吉成） 道賀新田

 氏　名 年齢 行政区

渋　谷　春
はる

　雄
お

 さん （87 歳） 山諏訪山

小　嶋　ス　ツ さん （92 歳） 山大夫

天　野　モトイ さん （86 歳） 二本松

横　山　　　收
おさむ

 さん （70 歳） 藤　寄

高　口　毅
き

　一
いち

 さん （68 歳） 蓮　潟

高　松　ユ　キ さん （95 歳） 亀　塚

高　橋　清
せい

　亀
き

 さん （86 歳） 網代浜

平　野　　　幸
こう

 さん （91 歳） 次第浜

渡　辺　政
まさ

　衛
えい

 さん （87 歳） 次第浜

伊　関　建
けんいちろう

一郎 さん （83 歳） 桃　山

　聖籠町では、赤ちゃんから高齢者まで全ての年代の「健康づくり」
のために、家庭訪問に力を入れています。育児のこと、こころや身体
についてご心配があるときはもちろん、家族のこと、ご近所のこと、
何でもご相談ください。
　今年度、保健師の担当行政区は下記のとおりです。よろしくお願い
します。

担当行政区一覧表
保健師名 行政区

渡　辺　郁　子 次第浜・汐美台
高　橋　由　紀 山大夫・杉谷内・蓮潟・蓮潟新田・八幡・旭ヶ丘

水戸部　可　奈 山諏訪山・外畑・正庵・藤寄・大夫興野・別條・
ひばりが丘

阿　部　洋　子 四ッ屋・道賀新田・上大谷内・中ノ橋・本諏訪山・
本大夫・本三賀・山三賀・亀塚

井　上　祥　子 真野・山倉・苔沼・聖中ヶ丘・二本松・尾沢が丘・
稲の平・東山

山　岸　ちひろ 丸潟・桃山・蓮野・甚兵衛橋・網代浜・東港

保健師です
よろしくお願いします

お問い合わせ・申請先　
　保健福祉課（町保健福祉センター内）保健衛生係

　☎２７－６５１１

■子ども医療費助成制度（子ども医療費一部負担金助成制度）
対象者 出生～中学校卒業までの子ども

助成概要 下記の一部負担金を超えた部分を助成します。
○通院：1 日 530 円　　○入院：1 日 1,200 円

（薬局は全額助成。1か月、同じ医療機関で、2回目以降の診療は全額助成。）
※県外で受診した際も、申請すれば助成の対象となります。
※文書代など、保険が効かない診療は助成対象外です。

申請に必
要なもの

県外で受診した場合や補装具など
①印鑑　②受給者証　③保険証　
④医療機関が発行した領収書　
⑤補装具などの場合は医師の証明書　
⑥金融機関の口座情報（通帳など）
※申請期限は受診した月の末日から 6 か月です。（例　4 月に受診→ 10

月末まで）
※県内の医療機関であれば、子ども医療費受給者証を提示すれば申請は

不要です。

■妊婦健康診査費助成制度
対象者 県外で妊婦健診を受けた方

助成概要 県内医療機関との契約単価を上限に助成。
※県外では「妊婦健康診査受診票」（14 枚つづり）は使えません。

申請に必
要なもの

①印鑑　
②母子手帳もしくは健診結果が分かる明細書など　
③医療機関が発行した領収書　④未使用分の受診票　
⑤金融機関の口座情報（通帳など）
※申請期限は受診した日から 6 か月です。（例　4 月 15 日に受診→ 10 月

15 日まで）

■妊産婦医療費助成制度
対象者 妊産婦（妊娠届提出の翌月～出産翌月末）

助成概要 下記の一部負担金を超えた部分を助成します。
○通院：1 日 530 円　　○入院：1 日 1,200 円

（薬局は全額助成。1か月、同じ医療機関で、5回目以降の診療は全額助成。）
※文書代など、保険が効かない診療は助成対象外です。

申請に必
要なもの

①印鑑　②受給者証　③保険証　
④医療機関が発行した領収書　
⑤金融機関の口座情報（通帳など）
※申請期限は受診した月の末日から 6 か月です。（例　4 月に受診→ 10

月末まで）
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　  さあ、健診に行こう！
向き合おう　自分のからだが教えてくれる　年に一度の健康診断

（健康せいろう21　緑丸の健康10か条　から）

　５月から、春の健診がはじまります。申込み済みの方には、４月中旬までにご案内を郵送します。
新たに申込みを希望される方は、保健福祉課にご連絡ください。

◆日程・会場
日　時 会　場 受付時間

５
　
月

　９日 （火） 二本松公会堂

午前 8 時～ 10 時 30 分

胸部レントゲンのみ受診の方は（ 午前９時３０分～１０時３０分 ）

１０日（水） 藤寄公会堂
1 １日（木） 網代浜会館
1 ２日（金） 亀塚公会堂
1 ５日（月） 次第浜公民館
1 ６日（火） 蓮潟公会堂
1 ７日（水）
1 ８日（木） 保健福祉センター
１９日（金）

◆検査項目と料金
健診項目と内容 料金

特
定
健
診

問診・身体計測・血圧測定・尿検査
血液検査・心電図・眼底検査・その他

２０～３９歳の方　　１，０００円

４０～７４歳の方　　
　加入する保険者によって違います。

７５歳以上の方　　無料

が
ん
検
診

肺がん検診
（４０歳以上対象）

胸部レントゲン検査
喀痰検査

レントゲン無料
喀痰検査４００円

※70歳以上の方・
身体障害・療育・
精神保健福祉手帳
をお持ちの方、生
活保護世帯の方は
無料です。

胃がん検診
（おおむね４０歳以上対象） バリウム検査 ５００円

大腸がん検診
（おおむね４０歳以上対象） 便潜血反応検査 ５００円

前立腺がん検診
（５０歳以上対象） 血清ＰＳＡ検査 ２，４０１円
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知っていますか？白
はく

衣
い

高血圧
　「健診に来ると血圧が高くなる。家
ではちょうど良いのに。」とおっしゃ
る方も多いのですが、これは白衣高血
圧と呼ばれる現象で、緊張して血圧が
上がる事を言います。もしもご自宅で
測った血圧が正常値であるなら、それ
ほど心配する必要はありません。
　ただし、白衣高血圧を起こす方の
10 年後を追跡した結果、白衣高血圧
の方の 50％は 10 年後に本当の高血
圧へ移行することがわかっています。
　安心せずに食生活の改善などを今か
らはじめていくとよいでしょう。家で
測った血圧も高いようでしたら、放置
せず必ず受診しましょう。

40歳～74歳で特定健診を申込む方は、
保険証をご確認ください

がん検診は・・・
加入保険に関係なくどなたでも受診できます。
自分のため、家族のためにがん検診を受診しましょう！
特に４０歳以上の方はぜひ受診してください。

１ 聖籠町国民健康保険 
町の特定健診を受けることができます。

２ 社会保険加入者本人（被用者）
町の特定健診を受けることができません。勤務先が実施する健診を受けることになっています。

３ 社会保険加入者の家族（被扶養者）
「特定健診受診券」をお持ちであれば受診できますが、保険者（保険証を発行する機関）
が町に健診を委託していない場合は、受診券があっても受診出来ません。加入している
保険者に、事前に確認してください。受診券は保険者から郵送されます

54.0%

52.0%

50.0%

48.0%

46.0%

44.0%

42.0%

40.0%

51.5%

新潟県

図表34  収縮期血圧
　　　　　　有所見者割合

図表36  血圧平均値の推移 血圧の状況

42.6%

聖籠町

収縮期血圧

平成24年度 平成25年度 平成26年度

77.5

131.2

77.8

78.7

132.1

拡張期血圧

新潟県 聖籠町
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29.0%

27.0%

25.0%

23.0%

21.0%

19.0%

17.0%

15.0%
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図表35  拡張期血圧
　　　　　　有所見者割合
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130.7

・県では有所見者割合は減少傾向に
ありますが、町は増加傾向にあり、
県より高い状況です。（図表34・35）

・聖籠町の血圧平均値は、収縮期血
圧で正常値を超えています。

（図表36）

適正 要保健指導 要受診

収縮期血圧
（mmHg） 130未満 130以上

140未満 140以上

拡張期血圧
（mmHg） 85未満 85以上

90未満 90以上

聖籠町データヘルス計画より「町の血圧の状況」

お問い合わせ
　保健福祉課（町保健福祉センター内）
　保健衛生係　☎ 27-6511
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　平成29年度の子どもの乳幼児健診、妊婦さんや赤ち
ゃんの学級の日程が決まりましたのでお知らせします。

　お子さんの誕生日、妊婦さんの出産予定日ごとに、
対象の健診・学級が異なりますのでご確認ください。

＜乳幼児健診・歯科検診＞

＜妊婦さんと赤ちゃんの学級＞

平成２９年度 乳幼児健診・学級日程をお知らせします

お子さんの該当する
健診はいつですか？

お問い合わせ　　保健福祉課（町保健福祉センター内）保健師　℡ 27−6511

健診名 対象児 日程

乳児健診

H28.10月・H29.1月生まれ 5/26(金)
H28.11月・H29.2月生まれ 6/30(金)
H28.12月・H29.3月生まれ 7/28(金)
H29.1・4月生まれ 8/25(金)
H29.2・5月生まれ 9/29(金)
H29.3・6月生まれ 10/27(金)
H29.4・7月生まれ 11/24(金)
H29.5・8月生まれ 12/22(金)
H29.6・9月生まれ H30/1/26(金)
H29.7・10月生まれ H30/2/23(金)
H29.8・11月生まれ H30/3/23(金)

1歳2ヵ月児
歯科健診

H28.3・4月生まれ 6/19(月)
H28.5・6月生まれ 8/7(月)
H28.7・8月生まれ 10/10(火)
H28.9・10月生まれ 12/18(月)
H28.11・12月生まれ H30/2/13(火)

1歳6ヵ月児
健診

H27.11・12月生まれ 6/29(木)
H28.1・2月生まれ 8/24(木)
H28.3・4月生まれ 10/26(木)
H28.5・6月生まれ 12/21(木)
H28.7・8月生まれ H30/2/22(木)

学級 対象 日程

育児学級

H28.12月・H29.1月生まれ 5/30(火)
H29.2月・3月生まれ 7/11(火)
H29.4月・5月生まれ 9/19(火)
H29.6月・7月生まれ 11/28(火)
H29.8月・9月生まれ H30/1/16（火)

※健診・学級の対象の方には事前に通知をします。また、広報「月の行事」・町ホームページにも掲載します。
　急きょ、日程が変更になる場合がありますので、通知内容をよくご確認ください。

★育児学級 … 生後 4 ～ 5 か月児が対象
★マタニティママのリフレッシュ教室 … 妊婦さん向けの教室

健診名 対象児 日程

2歳児親子
歯科健診

H27.4・5月生まれ 5/22(月)
H27.6・7月生まれ 7/18(火)
H27.8・9月生まれ 9/11(月)
H27.10・11月生まれ 11/13(月)
H27.12・H28.1月生まれ H30/1/15(月)
H28.2・3月生まれ H30/3/5(月)

2歳6ヵ月児
歯科健診

H26.10・11月生まれ 5/29(月)
H26.12・H27.1月生まれ 7/24(月)
H27.2・3月生まれ 9/25(月)
H27.4・5月生まれ 11/20(月)
H27.6・7月生まれ H30/1/22(月)
H27.8・9月生まれ H30/3/12(月)

3歳児健診

H26.4・5月生まれ 5/25(木)
H26.6・7月生まれ 7/27(木)
H26.8・9月生まれ 9/28(木)
H26.10・11月生まれ 11/16(木)
H26.12・H27.1月生まれ H30/1/25(木)
H27.2・3月生まれ H30/3/15(木)

3歳6ヵ月児
歯科健診

H25.10・11月生まれ 6/26(月)
H25.12月・H26.1月生まれ 8/8(火)
H26.2・3月生まれ 10/23(月)
H26.4・5月生まれ 12/11(月)
H26.6・7月生まれ H30/2/19(月)

学級 対象 日程
育児学級 H29.10月・11月生まれ H30/3/13(火)

ﾏﾀﾆﾃｨｰﾏﾏの
ﾘﾌﾚｯｼｭ教室

H29.9月～11月出産予定 6/6(火)
H29.12月～H30.2月出産予定 9/12(火)
H30.3月～5月出産予定 12/12(火)
H30.6月～8月出産予定 H30/3/6(火)

妊婦さんの出産予定日
はいつですか？
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国民健康保険税 仮算定のご案内
　聖籠町国民健康保険では、１年間の国民健康保険税を５月から翌年２月までの計１０期 ※１で納めていただきます。
それぞれ、２週間程度の納期限が設けられており、５月を１期、６月を２期 ･･･と呼びます。
　国民健康保険税の納期は、前半の「仮

かりさんてい

算定」と後半の「本
ほんさんてい

算定」とに分けられ、５月にお送りする通知は前半の第 1
期から第２期までの分 ･･･ つまり仮算定分となります。※2

※1　年度途中での加入や喪失手続きがあった場合は、納期の回数が変わる場合もあります。
※2　国民健康保険税が年金から天引き（特別徴収）される世帯は下記の納入方法には該当しません。
　　  特別徴収世帯には既に特別徴収開始通知書により通知しています。

仮算定ってなぁに？
ポイント①

「仮算定の税額＝前年度の国保税年額の１０分の２」です
　みなさんに申告していただいた前年の所得や新年度の税率が確定するのは７月になりま
す。そのため、今年度の保険税がいくらになるのかは現段階で確定することができません。
　そこで、前年度課税した国民健康保険税をもとに算定し、課税することとなります。（所
得や加入者の状況が変わらないものと仮定し、前年度の保険税に近い税額を課税するため
です。）
　このことから、今回お送りする２期分の保険税額の計算は、平成２８年度に課税された
１年分の保険税額（月の途中で加入している場合は１年間加入したものとして計算した額）
の１０分の２となっています。（１０分の１ずつ２回）

　

前年度に国保税がかからない世帯主に仮算定通知は届きません
　仮算定は、ポイント①のように前年度の国保税をもとに計算するため、前年
度に国保税が課税されていない世帯主（４月以降に国保加入手続きをした世帯
や世帯主が変更となった世帯）には、「仮算定」の納税通知書は届きません。
　そのため、７月から国民健康保険税が課税されることとなります。

　

仮算定の額は、本算定まで変更になりません
　「仮算定」の時期は、みなさんの所得が確定せず、今年度の国保税額を
確定できない段階です。所得の変更や、５月から６月までに届け出た加
入者数の増減は、７月「本算定」まで反映されません。それまでの間「仮
算定」の税額は変更にはなりません。
　年間の国保税額が確定しましたら、仮算定で納め足りない分について
は本算定で課税させていただきます。（納めすぎがあった場合は、年間税
額確定後にお返しさせていただきます。）

ポイント②

ポイント③

お問い合わせ　　役場町民課　保険係　（内線１１５）

私は５月に新しい保険証
をもらって手続きをした
んだけど ･･･ ７月になら
ないと、１年分の税額は
まだわからないのね。

私は４月から国保に
加入したから ･･･ 今
年は本算定の７月か
ら課税されることに
なるんだね。

10分の2

平成28年度
国民健康保険税

平成29年度

国民健康保険税
（第１期〜第２期）

国民健康保険からのお知らせ
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学校給食食材の
放射性物質　　
　　　測定結果

　聖籠町では、学校などの給食の安
全性を確認し、給食に対する保護
者などの不安を軽減することを目的
に、給食用食材の放射性物質検査を
実施しています。検査は毎週木曜日、
翌日（金曜日）に使用する食材の中
から１品目を選定して行い、再検査
となった食材は、給食に使用せず、
再検査を実施し公表しています。
　なお、町のホームページで最新の
検査結果を掲載しています。

子ども教育課　学校支援係
　 （内線３０５）

検査
日

検査
品目 生産地

測定結果

放射性
ヨウ素 放射性セシウム

１３１ １３４ １３７

3月
2日 ニラ 高知県 検出

せず
検出
せず

検出
せず

3月
9日 きゅうり 群馬県 検出

せず
検出
せず

検出
せず

3月
16日 もやし 福島県 検出

せず
検出
せず

検出
せず

測定
場所

新潟県新発田地域振興局
（新発田市豊町 3 丁目 3 番 2 号）

※単位：Bq（ベクレル／㎏）

※この検査の検出限界値は、２０Bq ／㎏です。

検出限界値は、測定する条件や食材により異

なります。

※「検出限界値」とは、その分析法や計測機器

で検出できる最小値（最小限度）のことをい

い、この値は測定環境（自然界に存在する大

気中の放射線量）、測定条件（時間重量など）、

検査対象品目によって異なります。

“倒産・解雇などによる失業”や“雇い止め
などによる失業”で国民健康保険に加入
された方は国民健康保険税が軽減されます。

【対象となる方】
以下の要件を全て満たす方
・失業時に６５歳未満の国民健康保険加入者
・平成２１年３月３１日以降に倒産・解雇などの理由で失業した方
・雇用保険受給資格者証の１面「離職年月日・理由」欄に解雇や倒産など

の理由を示す番号 11.12.21.22.23.31.32.33.34 のいずれかが記載され、求職
者給付（基本手当等）を受ける方

（高年齢受給資格者及び特例受給資格者の方は対象となりません。）
【手続き方法】
・聖籠町役場　町民課で届出を行ってください。
（必要なもの）・雇用保険受給資格者証
　　　　　　・認印
　　　　　　・国民健康保険の保険証

・届け出が遅れても遡及して軽減を受けることができます。
【軽減額・軽減期間】
・国民健康保険税は前年の所得などにより算定されます。軽減を受ける方

は、前年の給与所得をその３０／１００とみなして算定します。
・平成２２年４月１日以降の保険税が対象です。
・減額となる期間は失業日の翌日から翌年度末までです。

役場町民課　保険係（内線１１５）

税務財政課からのお知らせ
平成２９年度（平成２８年分）所得証明書を請求される方へ
証明書発行は町県民税の納税通知書発送後になります

　社会保険等の加入手続きや年金の裁定請求等、所得証明書を請求される
方が例年多くなっています。
　当町での所得の証明は、賦課資料（給与支払報告書や公的年金支払報告、
所得の申告書等）により把握した所得に基づき町県民税の税額を決定し、
納税通知書を発送した後に行っています。
　このため、平成２９年度（平成２８年分）所得証明書につきましては、
町県民税を給与天引き（特別徴収）により納付される方は５月１２日頃か
ら、個人で金融機関窓口等に直接納付（普通徴収）される方や扶養親族等
で収入がない方は６月１４日頃から発行できることとなります。
　請求時、本人確認を行いますので、運転免許証等の提示をお願いします。
　なお、詳しくは、税務財政課税務係住民税担当までお問い合わせください。

役場税務財政課（内線１４３）

聖籠町農産物加工センターからのお知らせ
◎包装室の利用料金について
　加工作業室を公平に利用していただくため、平成２９年４月から包装室
を利用する際、利用料金を負担していただくことになりました。

○包装室　利用料金：半日 1,050 円（消費税込）
　　　　　　　　　　（冷暖房を使用した場合は、20％加算します。）

◎瓶詰・缶詰等の加工について
　新たに瓶詰・缶詰の食品営業許可を取得しました。新たな加工品として
ジャムなどの加工ができるようになりましたので、ご利用してください。

○利用申し込み　利用期日の３か月前から７日前までに利用料金を添え
　　　　　　　　て申し込みください。
聖籠町農産物加工センター　☎０２５４－２０－７２１２
　※利用に際し、注意事項がありますので、ご利用前に必ずご連絡ください。
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お問い合わせ　　役場ふるさと整備課（内線２３４）

起きてからでは遅い。あなた
のお住まい、耐震化大丈夫？

　　　耐震診断 　　　耐震設計 　　　耐震改修

対象と　
なるもの

■建築物（次のすべてに該当）
①昭和 56 年 5 月 31 日以前に、町

内で建築、または工事に着手し
た木造住宅

②一戸建ての住宅であること（店
舗や事務所などを兼ねた住宅の
場合は、延べ床面積の半分以上
が住宅部分のものに限る）

③地階を有しない地上２階建て以
下の住宅であること

④国土交通大臣などから特別な認
定を受けた工法によって建築さ
れた住宅でないこと

■対象者
　町内に住所を有し、かつ、補
助の対象となる建築物を所有する
方で町税等を完納している方

左の聖籠町木造住宅耐震診
断支援事業を受け、かつ、
診断評点が 1.0 未満の建築
物

左の聖籠町耐震設計事業を
受けた建築物

受付期間
予算額に達
した時点で
受付終了と
します

　　　第１回：６月１日（木）～ ９日（金）
　　　第２回：８月 17 日（木）～ 25 日（金）
　　　第３回：11 月 15 日（水）～ 22 日（水）

毎年4 月から12 月末日まで
（年度内に耐震改修事業が
完了し、かつ、関係書類の提
出が可能な場合は、この限
りではありません。）

申請者負担
額、または
町補助額　

●申請者負担額
　無料

●町補助額
耐震設計に係る費用の1/2
以内（上限100,000円）

●町補助額
耐震改修に係る経費の　
うち上限 650,000 円

必要な書類

①耐震診断士派遣申請書（※）
②建築年次及び建物の延べ床面積

が判断できる書類の写し
　（登記簿謄本、建築確認済証・

検査済証、課税証明書等）
③申請者の町税の納税証明書（前

年度分）

①補助金交付申請書（※）
②耐震診断報告書の写し（耐

震診断の成果品です。）
③耐震設計に要する費用の

見積書（耐震診断士より
発行されます。）

①補助金交付申請書（※）
②耐震改修計画書の写（耐

震設計で作成されます。）
③耐震改修に要する費用の

見積書（耐震設計で作成
されます。）

※補助金交付申請書は、ふるさと整備課にあるほか、町ホームページからダウンロードできます。

ステップ
1

ステップ
2

ステップ
3

　町では、木造住宅の耐震診断（地震に耐えられるか診断する）や耐震改修
に要する費用の一部を補助しています。
　診断は、町が委託した（社）新潟県建築士会北蒲原支部に登録された診断士が行います。耐震診断は人間にたと
えると健康診断に当たるものです。安全・安心な生活を築くため、ぜひこの機会に耐震診断を受けてみませんか。
　また、聖籠町木造住宅耐震診断支援事業を受けた木造住宅で、耐震診断の結果、耐震性が低いと判断された住
宅に対し、耐震設計費・耐震改修工事費への一部補助も行っています。

（中越沖地震：平成19年7月16日発生、新潟県柏崎市内）

思い立ったらすぐ行動！
耐震診断費は無料です！



広報聖籠 H29.5　18

乗
り
越
え
な
け
れ
ば

　

明
治
安
田
生
命
Ｊ
１
リ
ー
グ
第
5

節
が
開
催
さ
れ
た
4
月
1
日
（
土
）、

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
は
デ
ン
カ
ビ

ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム
に
ガ
ン
バ

大
阪
を
迎
え
ま
し
た
。
リ
ー
グ
で
も

屈
指
の
攻
撃
力
を
誇
る
相
手
で
す
が
、

ホ
ー
ム
の
頼
も
し
い
声
援
に
背
中
を

押
さ
れ
た
選
手
た
ち
は
、
勇
気
を
持

っ
て
強
敵
に
挑
ん
で
い
き
ま
す
。 

　

試
合
序
盤
は
ガ
ン
バ
に
ペ
ー
ス
を

握
ら
れ
る
展
開
と
な
り
、
9
分
に
倉

田
選
手
に
ゴ
ー
ル
を
決
め
ら
れ
て

早
々
に
先
制
を
許
し
て
し
ま
い
ま
す
。

た
だ
、
こ
こ
で
決
し
て
気
持
ち
を
切

ら
す
こ
と
な
く
、
も
う
一
度
引
き
締

め
直
し
て
反
撃
の
機
会
を
狙
っ
て
い

く
新
潟
。
す
る
と
16
分
、
絶
好
の
チ

ャ
ン
ス
が
訪
れ
ま
す
。
矢
野
選
手
の

パ
ス
に
反
応
し
た
ホ
ニ
選
手
が
抜
け

出
し
を
狙
う
と
、
相
手
が
ペ
ナ
ル
テ

ィ
エ
リ
ア
内
で
た
ま
ら
ず
フ
ァ
ー
ル
。

積
極
的
な
仕
掛
け
か
ら
、
Ｐ
Ｋ
を
獲

得
し
ま
す
。

　

キ
ッ
カ
ー
を
任
さ
れ
た
山
崎
選
手

が
こ
れ
を
冷
静
に
決
め
、
1
︲
1
の

同
点
に
。
息
を
吹
き
返
し
た
新
潟
は
、

徐
々
に
中
盤
で
ボ
ー
ル
を
奪
え
る
よ

う
に
な
り
、
カ
ウ
ン
タ
ー
か
ら
相
手

ゴ
ー
ル
に
迫
る
回
数
を
増
や
し
て
い

き
ま
す
。

　

後
半
も
タ
テ
へ
の
意
識
を
高
く
持

っ
て
臨
ん
だ
新
潟
の
選
手
た
ち
。
55

分
に
は
、
再
び
ホ
ニ
選
手
の
ス
ピ
ー

ド
を
活
か
し
て
決
定
機
を
生
み
出
し

ま
す
。
相
手
Ｄ
Ｆ
ラ
イ
ン
の
背
後
に

空
い
た
ス
ペ
ー
ス
を
見
逃
さ
な
か
っ

た
チ
ア
ゴ
選
手
が
、
絶
妙
の
ス
ル
ー

パ
ス
を
ホ
ニ
選
手
へ
。「
こ
の
形
で

練
習
か
ら
チ
ャ
ン
ス
を
作
っ
て
い
た
。

絶
対
に
得
点
が
取
れ
る
と
い
う
自
信

が
あ
っ
た
」（
ホ
ニ
選
手
）。
こ
の
ま

ま
一
気
に
ド
リ
ブ
ル
で
持
ち
上
が
る

と
、
最
後
は
右
足
で
ゴ
ー
ル
に
流
し

込
み
、
逆
転
弾
を
奪
い
ま
し
た
。

　

し
っ
か
り
と
リ
ー
ド
を
保
っ
て
い

き
た
い
新
潟
で
し
た
が
、
逆
転
後
は

ガ
ン
バ
の
圧
力
に
押
さ
れ
、
攻
勢
に

さ
ら
さ
れ
る
時
間
が
続
い
て
い
き
ま

す
。
76
分
に
コ
ー
ナ
ー
キ
ッ
ク
か
ら

失
点
を
喫
す
る
と
、
耐
え
き
れ
ず
に

85
分
に
も
ゴ
ー
ル
を
決
め
ら
れ
、
勝

ち
越
し
を
許
し
て
し
ま
い
ま
す
。
試

合
は
こ
の
ま
ま
2
︲
3
で
終
了
の
ホ

イ
ッ
ス
ル
。
終
盤
に
守
備
の
ほ
こ
ろ

び
を
突
か
れ
た
形
と
な
り
、
Ｇ
Ｋ
大

谷
選
手
は
「
も
っ
と
共
通
意
識
を
持

っ
て
守
備
を
し
て
い
か
な
い
と
い
け

な
い
」
と
、
悔
し
さ
を
噛
み
し
め
て

試
合
を
振
り
返
っ
て
い
ま
し
た
。 

　

こ
の
状
況
を
自
分
た
ち
の
力
で
乗

り
越
え
て
い
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ

ん
。
苦
し
い
と
き
こ
そ
一
丸
と
な
り
、

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
は
戦
い
続
け

て
い
き
ま
す
。

な
で
し
こ
リ
ー
グ
開
幕

　

3
月
26
日
（
日
）
は
プ
レ
ナ
ス
な

で
し
こ
リ
ー
グ
1
部
の
開
幕
戦
が
行

わ
れ
、
ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
レ
デ

ィ
ー
ス
は
新
潟
市
陸
上
競
技
場
に
伊

賀
フ
ッ
ト
ボ
ー
ル
ク
ラ
ブ
く
ノ
一
を

迎
え
ま
し
た
。
新
潟
は
今
季
レ
デ
ィ

ー
ス
U
︲
18
か
ら
飛
び
級
昇
格
を
果

た
し
た
Ｍ
Ｆ
唐か
ら
は
し橋
万ま

ゆ結
選
手
を
開
幕

ス
タ
メ
ン
に
抜
擢
。
こ
れ
ま
で
の
ベ

ー
ス
に
フ
レ
ッ
シ
ュ
な
力
を
加
え
、

戦
い
に
臨
ん
で
い
き
ま
す
。 

　

試
合
は
新
潟
の
キ
ッ
ク
オ
フ
で
開

始
。
風
下
に
立
っ
た
新
潟
は
相
手
の

厳
し
い
プ
レ
ス
に
も
苦
し
み
、
序
盤

か
ら
我
慢
の
戦
い
を
強
い
ら
れ
ま
す
。

何
度
か
危
な
い
場
面
も
あ
り
ま
し
た

が
、
ゴ
ー
ル
前
で
は
体
を
張
っ
て
ブ

ロ
ッ
ク
し
、
0
︲
0
で
前
半
を
折
り

返
し
ま
し
た
。

　

後
半
は
風
上
と
な
り
、
敵
陣
で
の

プ
レ
ー
時
間
を
増
や
し
て
い
く
新
潟
。

た
だ
、
伊
賀
の
守
備
も
堅
く
、
な
か

な
か
最
後
の
と
こ
ろ
で
相
手
を
崩
し

切
る
こ
と
が
で
き
ま
せ
ん
。

　

新
潟
は
62
分
に
新
加
入
の
Ｍ
Ｆ
園そ
の

田だ

瑞み
ず

貴き

選
手
を
投
入
。
74
分
に
は
Ｍ

Ｆ
小こ

す

だ
須
田
璃り

な菜
選
手
を
送
り
込
む
と

同
時
に
、
ボ
ラ
ン
チ
に
入
っ
て
い
た

上
尾
野
辺
選
手
を
最
前
線
に
上
げ
、

状
況
の
打
開
を
図
っ
て
い
き
ま
す
。

最
後
ま
で
攻
め
る
気
持
ち
は
見
せ
続

け
ま
し
た
が
、
ゴ
ー
ル
を
奪
う
に
は

至
ら
ず
0
︲
0
で
試
合
終
了
。
開
幕

戦
を
白
星
で
飾
る
こ
と
は
で
き
ま
せ

ん
で
し
た
。

　

リ
ー
グ
デ
ビ
ュ
ー
戦
と
な
っ
た
唐

橋
選
手
は
試
合
後
、「
積
極
性
や
思

い
切
り
を
発
揮
で
き
な
か
っ
た
」
と

コ
メ
ン
ト
。
な
で
し
こ
リ
ー
グ
1
部

の
レ
ベ
ル
を
肌
で
感
じ
、「
も
っ
と

い
ろ
い
ろ
な
こ
と
を
学
ば
な
け
れ
ば

い
け
な
い
」
と
悔
し
さ
を
に
じ
ま
せ

て
い
ま
し
た
。
た
だ
、
ま
だ
ま
だ
シ

アルビレックス
新潟情報 !!

アルビレックス
新潟情報 !!

↑ゴールを決めたホニ選手
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【
春
の
ス
ポ
ー
ツ
体
験
フ
ェ
ス
タ

 

２
０
１
７
】

　

３
月
19
日
（
日
）
に
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
に
て
春
の
ス
ポ

ー
ツ
体
験
フ
ェ
ス
タ
２
０
１
７
を
開

催
い
た
し
ま
し
た
。
当
日
は
晴
天
と

い
う
こ
と
も
あ
り
、
約
２
０
０
人
の

方
々
に
ご
来
場
い
た
だ
き
ま
し
た
。

イ
ベ
ン
ト
内
容
は
、
各
種
サ
ッ
カ
ー

教
室
や
大
人
・
子
ど
も
向
け
各
種
運

動
教
室
、
英
会
話
教
室
、
宝
探
し
、

そ
し
て
新
チ
ー
ム
の
お
披
露
目
会
が

行
わ
れ
ま
し
た
。

　

サ
ッ
カ
ー
教
室
で
は
、
学
校
の
ス

タ
ッ
フ
や
選
手
が
子
ど
も
た
ち
と
交

流
し
、
選
手
自
身
も
笑
顔
で
楽
し
そ

う
に
し
て
い
る
場
面
も
多
く
見
ら
れ
、

子
ど
も
た
ち
と
選
手
が
触
れ
合
う
良

い
機
会
と
な
り
ま
し
た
。
ま
た
、
親

子
で
ボ
ー
ル
を
蹴
り
あ
っ
て
い
る
シ

ー
ン
も
見
ら
れ
、
日
頃
子
ど
も
と
ス

ポ
ー
ツ
を
す
る
機
会
が
少
な
い
方
々

に
も
良
い
機
会
に
な
っ
た
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。
今
回
参
加
さ
れ
な

か
っ
た
保
護
者
様
は
ぜ
ひ
こ
れ
か
ら

行
わ
れ
る
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
イ
ベ
ン
ト

や
、
ス
ポ
ー
ツ
イ
ベ
ン
ト
で
お
子
様

と
参
加
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。
選
手
、

学
生
一
同
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り

ま
す
。

【
Ｊ
Ｓ
Ｃ・Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ｌ
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム

 

日
程
】

　

４
月
９
日
（
日
）
に
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ

サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
レ
デ
ィ
ー
ス

（
Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ｌ
）
女
子
、４
月
30
日
（
日
）

に
は
Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ

ジ（
Ｊ
Ｓ
Ｃ
）男
子
が
開
幕
し
ま
し
た
。

　

５
月
の
Ｊ
Ｓ
Ｃ
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
は

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
グ

ラ
ウ
ン
ド
に
て
21
日
（
日
）
に
11
時

か
ら
ア
ン
テ
ロ
ー
プ
塩
尻
と
対
戦
し

ま
す
。
ま
た
、
Ｊ
Ｓ
Ｃ
Ｌ
の
ホ
ー
ム

ゲ
ー
ム
は
14
日
（
日
）
に
13
時
か
ら

ア
ル
ビ
レ
ッ
ク
ス
新
潟
レ
デ
ィ
ー
ス

U
︲
18
と
対
戦
、
20
日
（
土
）
に
は

14
時
か
ら
Ｆ
Ｃ
シ
ュ
ロ
ス
松
本
と
対

戦
い
た
し
ま
す
。
ど
ち
ら
と
も
Ｊ
Ａ

Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
グ
ラ
ウ

ン
ド
に
て
キ
ッ
ク
オ
フ
い
た
し
ま
す

の
で
、
ぜ
ひ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

ー
ズ
ン
は
始
ま
っ
た
ば
か
り
。
こ
こ

で
の
経
験
を
糧
に
し
、
厳
し
い
戦
い

の
中
で
成
長
を
追
い
求
め
て
い
く
つ

も
り
で
す
。

　

5
月
の
ホ
ー
ム
ゲ
ー
ム
は
3
試
合
。

ぜ
ひ
会
場
で
、
熱
い
ご
声
援
を
よ
ろ

し
く
お
願
い
し
ま
す
。

※
５
月
の
試
合
予
定

〈
明
治
安
田
生
命
Ｊ
１
リ
ー
グ
〉

第
10
節　

5
月
5
日
（
金
・
祝
）

vs
川
崎
フ
ロ
ン
タ
ー
レ

午
後
3
時
キ
ッ
ク
オ
フ

等
々
力
陸
上
競
技
場

第
11
節　

5
月
14
日
（
日
）

vs
浦
和
レ
ッ
ズ　

午
後
2
時
キ
ッ
ク
オ
フ

デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

第
12
節　

5
月
20
日
（
土
）

vs
北
海
道
コ
ン
サ
ド
ー
レ
札
幌

午
後
2
時
キ
ッ
ク
オ
フ

デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

第
13
節　

5
月
28
日
（
日
）

vs
ベ
ガ
ル
タ
仙
台　

午
後
1
時
キ
ッ
ク
オ
フ

ユ
ア
テ
ッ
ク
ス
タ
ジ
ア
ム
仙
台

〈
J
リ
ー
グ
Ｙ
Ｂ
Ｃ
ル
ヴ
ァ
ン

 

カ
ッ
プ 

グ
ル
ー
プ
ス
テ
ー
ジ
〉

第
5
節　

5
月
10
日
（
水
）

vs
セ
レ
ッ
ソ
大
阪　

午
後
7
時
キ
ッ
ク
オ
フ

キ
ン
チ
ョ
ウ
ス
タ
ジ
ア
ム

第
6
節　

5
月
24
日
（
水
）

vs
ヴ
ァ
ン
フ
ォ
ー
レ
甲
府　

午
後
7
時
キ
ッ
ク
オ
フ

デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

第
7
節　

5
月
31
日
（
水
）

vs
ヴ
ィ
ッ
セ
ル
神
戸　

午
後
7
時
キ
ッ
ク
オ
フ

デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

〈
プ
レ
ナ
ス
な
で
し
こ
リ
ー
グ
１
部
〉

第
6
節　

5
月
3
日
（
水
・
祝
）

vs
ノ
ジ
マ
ス
テ
ラ
神
奈
川
相
模
原

午
後
1
時
キ
ッ
ク
オ
フ

新
発
田
市
五
十
公
野
公
園
陸
上
競
技
場

第
7
節　

5
月
7
日
（
日
）

vs
ジ
ェ
フ
ユ
ナ
イ
テ
ッ
ド
市
原

・
千
葉
レ
デ
ィ
ー
ス

午
後
2
時
キ
ッ
ク
オ
フ

ゼ
ッ
ト
エ
ー
オ
リ
プ
リ
ス
タ
ジ
ア
ム

第
8
節　

5
月
13
日
（
土
）

vs
Ａ
Ｃ
長
野
パ
ル
セ
イ
ロ・レ
デ
ィ
ー
ス

午
後
3
時
キ
ッ
ク
オ
フ

デ
ン
カ
ビ
ッ
グ
ス
ワ
ン
ス
タ
ジ
ア
ム

第
9
節　

5
月
21
日
（
日
）

vs
浦
和
レ
ッ
ズ
レ
デ
ィ
ー
ス

午
後
2
時
キ
ッ
ク
オ
フ

浦
和
駒
場
ス
タ
ジ
ア
ム

第
10
節　

5
月
27
日
（
土
）

vs
日
テ
レ
・
ベ
レ
ー
ザ

午
後
3
時
キ
ッ
ク
オ
フ

新
発
田
市
五
十
公
野
公
園
陸
上
競
技
場

Ｊ
Ａ
Ｐ
Ａ
Ｎ
サ
ッ
カ
ー
カ
レ
ッ
ジ
か
ら
の

お
知
ら
せ�

【�問い合わせ先�】
〒957-0103 聖籠町網代浜925−1
TEL：0254−32−5357
FAX：0254−32−5358
学校HP：http://www.cupsnet.com/
学校Twitter：@JAPAN_Soccer_C
チーム公式HP：http://team.cupsnet.com/
ジャパサカＨＧ運営スタッフTwitter：@jyappi
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Ａ

町政ポスト

Ｑ＆Ａ
Ｑ図書
館
の
休
み
が

�

多
す
ぎ
る
！

町
の
自
殺
対
策
の
た
め
に

�

気
軽
に
行
け
る
場
所
を
！

　

聖
籠
の
図
書
館
は
し
ん
せ
つ
で
、

き
れ
い
で
よ
い
が
休
み
が
多
す
ぎ

る
。
人
員
と
予
算
を
ふ
や
し
た
方

が
良
い
の
で
は
な
い
か
。
特
に
２

月
は
半
分
く
ら
い
休
み
だ
が
、
こ

れ
は
い
け
な
い
。
な
ぜ
な
ら
町
民

に
と
っ
て
唯
一
の
と
い
っ
て
も
よ

い
く
ら
い
タ
ダ
で
自
由
に
行
け
る

と
こ
ろ
だ
か
ら
だ
。
聖
籠
は
自
殺

率
が
最
高
位
だ
。
特
に
冬
場
に
多

い
わ
け
だ
か
ら
、
こ
れ
は
秋
田
、

青
森
の
内
陸
部
と
よ
く
に
て
い
る
。

か
つ
て
仕
事
で
そ
の
へ
ん
に
い
っ

て
い
た
と
き
「
ち
ょ
っ
と
ま
て
お

と
う
さ
ん
」
と
い
う
標
語
が
は
っ

て
あ
っ
た
。
よ
く
考
え
た
ら
自
殺

の
こ
と
だ
と
思
っ
た
。
聖
籠
も
対

策
を
た
て
て
い
る
と
は
思
う
が
。

一
番
い
い
の
は
自
由
に
気
軽
に
タ

ダ
で
い
け
る
所
を
確
保
す
る
こ
と

だ
と
い
つ
も
そ
う
思
う
。
自
分
も

町
民
と
し
て
そ
れ
を
実
感
す
る
か

ら
だ
。
元
体
育
館
な
ど
も
サ
ー
ク

ル
だ
け
で
な
く
自
由
に
入
っ
て
よ

い
、
囲
碁
、
将
棋
部
屋
と
か
、
お

話
コ
ー
ナ
ー
と
し
て
た
だ
で
解
放

し
た
ら
よ
い
（
特
に
冬
期
）
リ
ー

ダ
ー
は
い
ら
ぬ
。
平
等
に
自
由
に

と
い
う
た
て
ま
え
で
や
る
こ
と
が

大
切
だ
。
そ
の
一
歩
は
図
書
館
の

長
い
休
み
は
別
の
月
に
も
っ
て
い

っ
て
も
い
い
だ
ろ
う
。

　
（
70
歳
代
・
性
別
不
明

　
　
　
　
　
　
・
原
文
一
部
修
正
）

町
か
ら
の
回
答

　（
担
当
　
図
書
館
・

�

保
健
福
祉
課
）

　
こ
の
た
び
、
町
の
自
殺
対
策
に

関
し
て
の
提
言
を
い
た
だ
き
、
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。
い
た
だ

い
た
ご
投
稿
に
つ
い
て
回
答
し
ま

す
。

　
自
殺
予
防
対
策
全
般
に
関
す
る

こ
と
で
す
が
、
本
町
は
新
潟
県
の

発
表
に
よ
る
人
口
10
万
人
対
自
殺

率
は
県
内
４
位
と
確
か
に
上
位
に

あ
り
ま
す
。
た
だ
、
母
数
と
な
る

人
が
少
な
い
た
め
、
率
が
変
動
し

や
す
い
の
が
特
徴
で
す
。
保
健
師

を
は
じ
め
と
し
た
専
門
職
種
の
個

別
相
談
は
常
時
行
っ
て
お
り
、
３

月
か
ら
５
月
頃
の
春
先
に
自
殺
者

が
多
い
傾
向
に
あ
る
た
め
、
３
月

と
10
月
を
中
心
に
総
合
相
談
会
を

開
催
し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
働
き
盛
り
年
代
に
心
身

の
健
康
課
題
が
多
い
こ
と
か
ら
、

企
業
へ
の
出
張
健
康
教
育
も
実
施

し
て
い
ま
す
。
そ
の
他
に
も
、
健

診
結
果
事
後
指
導
会
や
各
地
区
老

人
ク
ラ
ブ
な
ど
の
健
康
相
談
会
な

ど
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
と
一
緒
に

こ
こ
ろ
と
か
ら
だ
の
健
康
に
つ
い

て
話
し
合
う
場
を
設
け
て
い
ま
す
。

障
が
い
を
お
持
ち
の
方
と
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
が
一
緒
に
集
う
場
（
ホ
ッ

ト
ル
ー
ム
と
も
）、
高
齢
者
の
閉

じ
こ
も
り
予
防
の
会
（
な
ご
み
の

会
）
な
ど
ニ
ー
ズ
に
応
じ
た
場
所

も
あ
り
ま
す
。

　
今
後
も
町
民
の
皆
さ
ん
一
人
ひ

と
り
が
自
分
自
身
や
家
族
、
周
り

の
人
の
変
化
に
気
づ
い
て
相
談
し

た
り
、
安
心
し
て
過
ご
す
こ
と
が

で
き
る
環
境
づ
く
り
を
関
係
機
関

と
連
携
し
て
整
備
し
て
い
き
ま
す
。

　
な
お
、
図
書
館
の
休
み
が
多
す

ぎ
る
、
長
い
休
み
を
別
の
月
に
移

動
し
て
も
良
い
の
で
は
、
と
の
こ

と
で
す
が
、
職
員
の
体
制
面
な
ど

か
ら
難
し
い
面
も
あ
り
ま
す
が
、

平
成
28
年
度
は
一
部
の
祝
日
を
開

館
す
る
な
ど
し
、
開
館
日
を
昨
年

度
に
比
べ
て
５
日
増
や
す
な
ど
、

町
民
サ
ー
ビ
ス
向
上
の
た
め
努
力

し
て
い
ま
す
。

　
ま
た
、
蔵
書
点
検
は
、
約
14
万

冊
に
及
ぶ
蔵
書
を
点
検
し
、
不
明

本
の
確
定
・
捜
索
や
館
内
の
整
理

な
ど
を
実
施
し
て
、
皆
さ
ま
に
快

 このコーナーでは、町政ポスト
に投稿のあった町政に対するご意
見、ご質問とそれに対する回答を
紹介します。
 投稿者は年代と性別だけ表示し
ます。

　町政ポストはがきやＥメールで
ご投稿いただいたご意見・ご質問
を広報にて紹介します。あらかじ
めご了承ください。

　なお、投稿者や第三者のプライ
バシーを害する恐れがある場合な
ど、投稿と回答の内容によっては
掲載しないこともあります。
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Ａ

Ｑ 適
に
利
用
し
て
い
た
だ
け
る
よ
う

図
書
館
を
整
え
る
た
め
の
重
要
な

作
業
で
あ
り
、
１
週
間
程
度
の
時

間
を
要
し
ま
す
。

　
当
図
書
館
で
は
、
蔵
書
点
検
に

よ
る
ご
迷
惑
を
で
き
る
限
り
少
な

く
す
る
た
め
、
も
っ
と
も
利
用
者

が
減
少
す
る
冬
期
間
に
点
検
を
実

施
し
て
い
ま
す
、
例
年
２
月
に
行

っ
て
お
り
、恐
れ
入
り
ま
す
が
、ご

理
解
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

教
育
に
関
す
る
人
件
費
を

�

削
減
し
な
い
で
！

　

予
算
編
成
に
お
い
て
、
教
育
に

関
わ
る
人
件
費
の
削
減
は
避
け
て

ほ
し
い
。
学
校
に
お
け
る
悲
し
い

出
来
事
や
死
人
を
二
度
と
見
た
く

な
い
し
、
聞
き
た
く
な
い
。
逆
に

こ
れ
ま
で
以
上
に
人
を
増
や
し
て
、

き
め
細
か
く
子
ど
も
た
ち
を
見
守

る
体
制
を
作
っ
て
ほ
し
い
。

　

教
育
は
す
ぐ
に
効
果
は
表
れ
な

い
し
、
数
字
で
効
果
を
示
す
こ
と

も
難
し
い
。
だ
か
ら
と
い
っ
て
必

要
な
し
と
他
と
同
様
に
安
易
に
一

律
カ
ッ
ト
は
絶
対
に
お
か
し
い
。

　

Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構
想
な
ど
一
部
の
人

や
業
者
の
利
益
に
し
か
な
ら
な
い

こ
と
に
予
算
を
使
う
よ
り
、
今
い

る
町
民
を
大
事
に
し
て
ほ
し
い
。

人
口
が
増
え
れ
ば
よ
い
と
い
う
も

の
で
は
な
い
。
子
育
て
支
援
も
よ

い
が
、
よ
そ
か
ら
の
人
の
た
め
の

施
策
に
よ
り
、
福
祉
や
教
育
が
こ

れ
以
上
ふ
り
ま
わ
さ
れ
て
は
い
け

な
い
。

　

議
員
さ
ん
も
し
っ
か
り
予
算
審

議
を
し
て
、
貴
重
な
財
源
の
運
営

を
し
っ
か
り
見
極
め
て
ほ
し
い
。

 

（
40
歳
代
・
女
性
）

町
か
ら
の
回
答

　（
担
当
　
税
務
財
政
課
・

�

総
務
課
）

　
日
頃
よ
り
町
の
各
種
施
策
に
つ

い
て
ご
理
解
と
ご
協
力
を
い
た
だ

い
て
お
り
ま
す
こ
と
に
感
謝
申
し

上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
ご
質
問
の
ご
ざ
い
ま
し

た
学
校
に
お
け
る
悲
し
い
出
来
事

へ
の
危
惧
な
ら
び
に
、
予
算
編
成

に
お
け
る
教
育
行
政
に
係
る
人
件

費
に
対
す
る
ご
意
見
に
つ
い
て
で

す
が
、
町
の
予
算
に
つ
き
ま
し
て

は
、
教
育
を
始
め
、
福
祉
政
策
や

農
業
を
始
め
と
す
る
産
業
育
成
、

道
路
事
業
な
ど
町
の
各
種
施
策
に

よ
り
、
町
民
福
祉
の
向
上
を
目
指

し
予
算
配
分
し
て
い
る
と
こ
ろ
で

ご
ざ
い
ま
す
。

　
ま
た
、
ご
意
見
に
ご
ざ
い
ま
し

た「
Ｃ
Ｃ
Ｒ
Ｃ
構
想
」に
つ
き
ま
し

て
は
、
国
の
重
要
施
策
に
位
置
付

け
ら
れ
て
い
る「
地
方
創
生
」事
業

に
よ
っ
て
地
域
活
性
化
を
目
指
す

べ
く
、
現
在
南
魚
沼
市
を
始
め
と

す
る
全
国
各
所
で
施
策
の
展
開
が

図
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
本
町
に
お

き
ま
し
て
も
、
国
の
重
要
施
策
で

あ
る
地
方
創
生
の
一
役
を
担
う
こ

と
で
、
地
域
の
活
性
化
と
住
民
福

祉
の
さ
ら
な
る
向
上
が
図
ら
れ
る

も
の
と
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
す
。

　
今
後
も
町
の
各
種
施
策
に
ご
理

解
と
ご
協
力
を
お
願
い
た
し
ま
す
。

お問い合わせ

　役場総務課 
　広報広聴係

　（内線２２２）

適
職
を
探
そ
う
！

一
般
職
業
適
性
検
査
を

　
　
　
　
　 

実
施
し
ま
す

　
「
自
分
に
合
う
仕
事
っ
て
な
ん
だ

ろ
う
？
」「
自
分
の
得
意
、
不
得
意

っ
て
な
ん
だ
ろ
う
？
」
職
種
選
択
に

お
悩
み
の
方
を
対
象
に
、
職
業
適
性

の
検
査
を
行
い
ま
す
。
筆
記
検
査
に

よ
り
７
種
の
能
力
の
測
定
を
行
い
ま

す
。
後
日
、
個
別
に
結
果
の
フ
ィ
ー

ド
バ
ッ
ク
も
行
っ
て
い
ま
す
。

15
～
39
歳
で
就
業
し
て
い
な
い
方

（
要
申
込
） 

定
員
６
名

５
月
24
日
（
水
）
14
時
～
16
時

聖
籠
町
立
図
書
館　

会
議
室

セ
ミ
ナ
ー
開
催
日
以
外
も
15
～
39

歳
で
就
業
し
て
い
な
い
方
を
対
象

に
、
就
職
に
つ
い
て
の
個
別
相
談

も
行
っ
て
い
ま
す
。

・

下
越
地
域
若
者
サ
ポ
ー
ト
ス

テ
ー
シ
ョ
ン

☎
０
２
５
４
︲
２
８
︲
８
７
３
５

電
話
受
付
時
間　

平
日
10
時
～
17

時
（
第
２
金
曜
日
は
休
館
日
）

平
成
29
年
度
酒
類
販
売
管
理

　
　
協
力
員
を
募
集
し
ま
す

　

ス
ー
パ
ー
、
コ
ン
ビ
ニ
エ
ン
ス
ス

ト
ア
、
酒
販
店
な
ど
の
お
酒
を
販
売

し
て
い
る
場
所
で
は
、
未
成
年
者
飲

酒
防
止
の
た
め
の
表
示
を
行
う
こ
と

な
ど
が
法
律
で
定
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

関
東
信
越
国
税
局
で
は
、
買
い
物

な
ど
の
機
会
を
利
用
し
て
、
お
酒
の

陳
列
場
所
の
未
成
年
者
飲
酒
防
止
の

た
め
の
表
示
状
況
や
お
酒
の
販
売
価

格
な
ど
を
確
認
し
、
税
務
署
に
連
絡

し
て
い
た
だ
く
「
酒
類
販
売
管
理
協

力
員
」
を
募
集
し
て
い
ま
す
。

　

応
募
方
法
な
ど
詳
細
に
つ
き
ま

し
て
は
、
国
税
庁
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

（http://w
w

w
.nta.go.jp/

）
を
ご

覧
く
だ
さ
い
。

新
潟
税
務
署

☎
０
２
５
︲
２
２
９
︲
２
２
０
５

新
発
田
広
域
消
防
本
部

　
　
　
か
ら
の
お
知
ら
せ

　

消
防
本
部
内
で
開
催
す
る
消
防
救

助
記
録
会
を
見
学
で
き
ま
す
。

　

登
る
！
渡
る
！
救
助
す
る
！
救
助

隊
員
の
技
術
に
熱
い
声
援
を
お
願
い

し
ま
す
。

　

な
お
、
本
部
内
駐
車
場
は
緊
急
出

動
優
先
の
た
め
駐
車
で
き
ま
せ
ん
。

車
で
の
来
署
を
希
望
さ
れ
る
方
は
、

お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

５
月
30
日
（
火
）
14
時
～
15
時

新
発
田
地
域
広
域
事
務
組
合
消
防

本
部

警
防
課

☎
０
２
５
４
︲
２
２
︲
９
０
７
３
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羽賀 恒
こう

貴
き

 ちゃん遠藤 禅
ぜん

 ちゃん長谷川 慶
けい

 ちゃん

み ん な の ひ ろ ば

ベジータさん 6歳

鈴木佑菜さん 8歳

さっちゃんさん 5歳

　
投
稿
す
る
と
き
は
ペ
ン
で
書
い
て
く
だ
さ
い
。

（
薄
い
も
の
は
掲
載
で
き
ま
せ
ん
）

　
住
所
と
名
前
は
必
ず
書
い
て
く
だ
さ
い
。（
ペ
ン
ネ
ー
ム

希
望
の
場
合
は
名
前
の
横
に
ペ
ン
ネ
ー
ム
『
○
○
○
』
と
書

い
て
く
だ
さ
い
）
１
カ
月
に
一
人
１
枚
だ
け
受
け
付
け
ま
す
。

新・食は味楽来
ミ　　　　ラ　　　 クル

　海に囲まれた我が国の食文化「魚食」。しかし、近年こどもの魚離れが進行してい
ます。子どもの頃に食べたものの記憶は大人になってからも影響することから、年
齢を重ねるほど魚を食べるようになる「加齢効果」も低下しています。家庭にお
いては、調理や後片付けが面倒だと思われることが魚離れの１つの要因なようで
す。でも、意外と簡単ですよ。今回は、面倒なこと一切なしの定番お魚を紹介します。
忙しい働き盛り世代にこそ食べてほしい、お魚、もっと手軽に食べましょう。

★血管と脳を若く保つ栄養素★
　魚の脂には不飽和脂肪酸である「ＤＨＡ」・「ＥＰＡ」が多く含
まれています。ＤＨＡは脳の成長・発達を助け、認知症の予防改
善効果があるとされ、ＥＰＡは血中のコレステロールを低下させ、
動脈硬化、心筋梗塞、脳卒中を予防します。その他お魚には、血
圧の調整、肝機能改善の「タウリン」や骨形成、神経系調節機能のある「カルシウム」、
赤血球の主成分の「鉄分」といった成分も豊富に含まれています。

★定番お魚料理も電子レンジでパッパッと！★

カレイの煮つけ

※量を増やす場合は、加熱時間が単純に倍にはならないので、少し短く設定して様子を見ながら調整
してください。（2 切の場合は 2 ～３分程度、4 切の場合は 8 分程度）

お問い合わせ　保健福祉課（町保健福祉センター内）
　　　　　　　管理栄養士　☎２７−６５１１

松田 希
の あ

秋 ちゃん佐野 晃
こう

太
た

郎
ろう

 ちゃん 幾野 煌
こう

 ちゃん 小林 楓
ふう

河
が

 ちゃん

材料（１人分）
カレイ‥‥1切（100g)
　醤油‥‥大さじ１
　砂糖‥‥大さじ１
　酒‥‥‥大さじ 1
長ネギ‥‥中1/2本（50g）
しめじ‥‥1/2袋（50g）

魚料理はめんどくさい？！
　意外と簡単です♪

電子レンジなら煮崩れせず、見た目もキレイ

作り方
①ねぎは３cmのぶつ切りに、しめじは小房にわけ

ておく。カレイは中骨に届くまで十字の切れ目
を入れる。（切れ目を入れることで火の通りの良くし破
裂を予防。）

②耐熱皿にＡを合わせ、①のカレイをよくからめ
て、切れ目を上にし、野菜をわきに入れ、ラッ
プをふわっとかける。

③電子レンジの庫内に小皿を置き、その上に②を
のせて、600wで 2 分加熱する。（500w →２分20
秒, 700w → 1分40秒）※ターンテーブルないタイプは

底側が焦げやすいので小皿を1枚置くとよい

A

町
の
宝
で
〜
す

３
月
の
乳
児
健
診
か
ら

元
気
に
育
っ
て
ね
！

　

こ
の
写
真
は
保
健
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
行

わ
れ
て
い
る
乳
児
健
診
会
場
で
主
に
４
カ

月
健
診
対
象
乳
児
を
撮
影
し
て
い
ま
す
。
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み ん な の ひ ろ ば

アルビレックス新潟レディースが
町長を表敬訪問

夢を実現し、未来を切り開くために　聖籠中学校　未来を語る会　開催

子どもたちなど町民の皆さんのため
図書の寄贈をいただきました

　３月 23 日（木）、アルビレックス新潟レディース（以
下、アルビ L）の辛

からしま

島監督、中村楓
かえで

選手を含む 5 選手が
渡邊町長を表敬訪問しました。
　アルビＬは、昨シーズンはプレナスなでしこリーグで
５位、皇后杯で準優勝の成績で終えました。辛島監督は

「見に来た人が楽しめるゲームをしたい」と、中村選手
は「今年こそ優勝を」と、それぞれ今シーズンへの思い
を語りました。
　渡邊町長は、「ぜひ優勝して新潟に元気を与えてほし
い」とエールを送りました。
　今シーズンもアルビＬに熱い応援をよろしくお願いし
ます！

　３月１８日（土）、聖籠中学校で、同校学校運営協議
会主催の「聖籠中学校　未来を語る会」が行われ、在校生、
新１年生とその保護者、地域の皆さんも参加しました。
　今回の未来を語る会では、夢を実現した３人の卒業生
が講演しました。初めは左官職人の長谷川弘

ひろかず

和さん（蓮
潟出身・在住。左写真）。通常の左官職人と利き腕が違
うため、苦労して両利きの左官職人となったことが自分
の強みとなったことや、努力を重ねて左官技能競技で新
潟県１位となったことなど、夢をあきらめずに努力すれ
ば自分を高めることができると中学生に話しました。次
は、雑誌編集者の田中ゆう子

こ

さん（二本松出身。右写
真）。本好きが高じて旅行誌編集者を志し、いくつかの

雑誌編集と転職を通じて旅行誌編集者となった体験とと
もに、仕事の大変さの中にやりがいがあることや、世の
中に２万８千もの職種があり、その中から自分のやりた
いことを見つければよい、というメッセージを中学生に
送りました。最後は新潟アルビレックスＢＣの加藤健

けん

さ
ん（蓮野出身。中央写真）。夢を持つことの大切さ、夢
の先にもさらに目標を持ち、ひたむきに努力することの
大切さを参加者に伝えました。
　夢を実現することは簡単なことではありません。だか
らこそ、実現のため努力することに価値があります。先
輩たちのように夢に向かって努力を！

　３月 22 日（水）、東北電力（株）東新潟火力発電所　様
（以下、東火力）から、町立図書館と町内小中学校への
図書寄贈目録（計 169 冊、45 万円分相当）が、渡邊町
長に手渡されました。
　東火力の１号機建設６０周年と町制施行４０周年を記
念して実施されたこの寄贈。東火力の庄

しょうじ

司所長は「子ど
もたちが様々な図書に触れて育つことを願います」と述
べられ、渡邊町長は「子どもたちのため有効活用したい」
と答えました。町の子どもたちを代表し、山倉小６年（当
時）で図書委員長の伊藤千

ち な

奈さんは、「想像力や読む力
を育む図書をいただき、ありがとうございました」と、
感謝の気持ちを伝えました。
　ご寄贈ありがとうございました。

↑左から高橋選手、千野選手、辛島監督、渡邊町長、中村選手、山谷選手、
園田選手。

↓前列左から東新潟火力発電所 庄司 所長、山倉小学校（当時） 伊藤千
奈さん、渡邊町長。後列左から東新潟火力発電所 石塚総務グループ
課長、笹岡副所長、佐藤（前）蓮野小学校長、小泉山倉小学校長、
伊藤教育長、結城亀代小学校長、椛澤（前）聖籠中学校教頭、佐藤（前）
図書館長。



祝

亀代小学校 亀代こども園

山倉小学校 蓮潟こども園

蓮野小学校 蓮野こども園

聖籠中学校
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